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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
と
都
立
中
央

図
書
館
︵
港
区
南
麻
布
︶
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

ビ
ル
正
面
に
、
石
庭
風
の
日
本

庭
園
が
で
き
た
の
は
２
０
０
０

年
秋
。
こ
の
庭
園
を
設
計
し
た

の
は
ボ
ス
ト
ン
在
住
の
日
本

人
造
園
家
、
阿
部
紳
一
郎
さ

ん
︵
72
︶
だ
。
今
月
12
日
、
阿

部
さ
ん
の
母
校
、
東
京
農
業
大

学
の
卒
業
生
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
、
こ

の
日
本
庭
園
に
咲
く
楓
の
剪
定

作
業
を
行
っ
た
。
翌
日
に
控
え

た
国
連
平
和
の
鐘
の
式
典
に
備

え
、
日
本
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
や
っ
て
き
た
も
の
だ
。
参
加

し
た
の
は
、
１
９
７
４
年
前
後

に
同
大
を
卒
業
し
た
阿
部
さ
ん

の
同
窓
生
ら
９
人
。
国
連
の
日

本
庭
園
を
同
大
Ｏ
Ｂ
が
剪
定
す

る
の
は
４
年
ぶ
り
２
度
目
。
２

度
目
の
来
米
者
も
５
人
い
る
。

　

今
回
初
参
加
で
50
年
ぶ
り
に

庭
園
で
再
会
し
た
同
窓
生
も
い

て
旧
交
を
温
め
意
気
投
合
。皆
、

日
本
で
卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ
造

園
関
係
の
事
業
な
ど
を
営
み
、

70
代
と
な
っ
た
現
在
は
す
で
に

現
役
を
引
退
し
て
い
る
が
、
そ

こ
は
昔
と
っ
た
杵
柄
、
地
下
足

袋
に
半
被
姿
で
剪
定
バ
サ
ミ
を

持
て
ば
、
元
気
な
植
木
職
人
の

よ
う
に
て
き
ぱ
き
と
仕
事
を
こ

な
す
。
ほ
ぼ
全
員
が
日
本
で
は

造
園
関
係
の
会
社
の
社
長
さ
ん

だ
っ
た
の
も
頷
け
る
。

　

日
本
庭
園
の
設
置
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
の
は
１
９
９
７

年
。
平
和
の
鐘
の
真
下
に
あ
る

大
会
議
室
で
ひ
ど
い
雨
漏
り
が

あ
り
、
地
上
の
造
成
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
。
こ
の
改
修
を
機

に
平
和
の
鐘
を
中
心
と
し
た
日

本
庭
園
を
作
っ
て
は
ど
う
か

と
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
平

和
の
鐘
実
行
委
員
会
役
員
の
池

田
修
臣
氏
の
も
と
に
国
連
事
務

局
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
。
こ
の

平
和
の
鐘
は
、
１
９
５
４
年
、

中
川
千
代
治
・
元
宇
和
島
市
長

の
発
案
で
、
当
時
の
国
連
加
盟

65
か
国
の
コ
イ
ン
や
メ
ダ
ル
と

一
緒
に
鋳
造
さ
れ
、
外
務
省
の

外
郭
団
体
﹁
国
連
協
会
﹂
を
通

じ
て
寄
贈
さ
れ
た
。
毎
年
９
月

に
始
ま
る
国
連
総
会
の
初
日
に

各
国
代
表
部
大
使
が
列
席
し
、

と
き
の
事
務
局
総
長
と
国
連
議

長
が
総
会
開
会
を
告
げ
る
鐘
を

打
つ
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
今

年
は
13
日
に
鐘
が
打
た
れ
、
日

本
か
ら
鐘
を
寄
贈
し
た
中
川
氏

の
六
女
、
高
瀬
聖
子
国
連
平
和

の
鐘
を
守
る
会
の
会
長
が
国
連

本
部
か
ら
の
招
待
を
受
け
て
参

列
し
た
。

　

東
京
農
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
そ
の

前
日
に
庭
園
の
最
終
手
入
れ
を

行
っ
た
。阿
部
さ
ん
に
よ
る
と
、

日
本
庭
園
の
地
下
は
大
会
議
場

に
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
戦
車

が
上
を
走
っ
て
も
ビ
ク
と
も
し

な
い
が
、
そ
の
会
議
場
の
上
に

作
る
日
本
庭
園
は
、
屋
上
ガ
ー

デ
ン
型
の
建
築
ス
タ
イ
ル
を
採

用
し
た
。
つ
ま
り
枯
山
水
の
石

庭
だ
が
、
地
面
に
巨
岩
を
埋
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
庭

に
設
置
す
る
岩
は
、
あ
た
か
も

地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

底
を
平
に
切
り
取
っ
て
い
る
。

庭
の
デ
ザ
イ
ン
は
国
連
旗
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
旗
の
北
極
に
当
た

る
中
央
部
分
に
平
和
の
鐘
堂
を

配
置
、
仏
教
の
世
界
観
で
あ
る

﹁
九
山
八
海
﹂︵
く
せ
ん
は
っ
か

い
︶
を
表
現
。
ボ
ス
ト
ン
郊
外

の
農
家
か
ら
大
き
な
御
影
石
な

ど
を
運
ん
で
﹁
海
と
力
強
さ
﹂

を
表
し
た
。
鐘
か
ら
放
射
状
に

経
線
を
引
き
、
波
紋
状
に
緯
線

を
施
し
、
石
の
間
に
楓
15
本
を

植
樹
し
て
あ
る
。
阿
部
さ
ん

は
、
庭
園
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と

き
に
心
が
け
る
こ
と
が
３
つ
あ

る
。
空
間
が
持
つ
個
性
を
生
か

し
、
材
料
の
長
所
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
空
間
に
配
置
す
る

も
の
が
作
り
出
す
雰
囲
気
を
演

出
す
る
こ
と
。﹁
デ
ザ
イ
ン
は

ア
ー
ト
で
は
な
い
。
顧
客
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
ど
れ
だ
け
芸
術
性

を
入
れ
る
か
で
グ
レ
ー
ド
が
決

ま
る
。
機
能
と
芸
術
の
境
界
線

を
ど
こ
に
定
め
る
の
か
が
こ
の

仕
事
の
醍
醐
味
﹂
と
い
う
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶　

　

本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
東
京
都

港
区
南
麻
布
に
あ
る
都
立
中
央
図
書
館
に

閲
覧
所
蔵
海
外
新
聞
と
し
て
所
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
図
書
館
は
、

１
９
７
３
︵
昭
和
48
︶
年
に
、
都
立
日
比

谷
図
書
館
の
蔵
書
を
引
き
継
い
で
開
館

し
、
蔵
書
数
は
国
内
の
公
立
図
書
館
で
は

最
大
級
の
約
２
２
５
万
冊
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
新
し
い
図
書
を
中
心

に
約
35
万
冊
を
開
架
し
て
い
ま
す
。
来
館

者
へ
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
や
調
査
研
究
へ
の

支
援
、
都
内
公
立
図
書
館
に
対
す
る
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
の
支
援
や
資
料
の
貸
し
出
し
な

ど
を
主
な
業
務
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

本
紙
は
、す
で
に
国
立
国
会
図
書
館︵
千

代
田
区
永
田
町
︶
と
東
京
大
学
の
本
郷
と

駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す

が
、
今
回
、
都
立
中
央
図
書
館
で
本
紙
が

閲
覧
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
海

外
と
日
本
の
読
者
に
必
要
な
情
報
を
伝
え

て
い
く
と
い
う
創
刊
の
使
命
に
専
念
し
て

参
る
所
存
で
す
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

都立中央図書館に本紙所蔵開始
国立国会図書館に次いで一般閲覧

国
連
日
本
庭
園
を
守
る

東京農業大学 OB の皆さん

国連総会前に来米し剪定

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ダ
ム
ス

市
長
は
６
日
、
市
庁
舎
で
行

わ
れ
た
市
民
と
の
対
話
集
会

で
、
こ
の
１
年
で
11
万
人
も
の

移
民
が
南
部
国
境
か
ら
流
入
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、﹁
終

わ
り
が
見
え
な
い
こ
の
問
題
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
破
壊
す
る

だ
ろ
う
﹂
と
述
べ
た
。
市
の
財

政
赤
字
は
１
２
０
億
ド
ル
近
く

に
膨
れ
上
が
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
市
長
は
﹁
こ
れ
を

削
減
す
る
た
め
に
こ
の
都
市
の

あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
﹂
と
述
べ

た
。
市
長
は
数
か
月
間
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
と
ホ
ウ
ク
ル
知
事

が
難
民
申
請
者
へ
の
市
の
対
応

を
支
援
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

批
判
、
追
加
の
資
金
提
供
と
労

働
許
可
の
迅
速
化
を
訴
え
て
き

た
。
こ
の
日
も
﹁
こ
の
国
家
的

危
機
に
対
し
て
私
た
ち
は
何
の

支
援
も
得
ら
れ
て
い
な
い
﹂
と

述
べ
、
連
邦
非
常
事
態
と
国
家

の
国
境
で
の
対
策
を
呼
び
か
け

た
。　
　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

移
民
流
入
に
市
長
懸
念

市
民
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
影
響

国連日本庭園で楓の枝ぶりなどを剪定する東京農大 OB。左端が阿部さん（９月 12 日昼、写真・三浦良一）
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
老
舗
﹁
レ

ス
ト
ラ
ン
日
本
﹂
が
、
こ
の
夏

で
創
業
60
周
年
を
迎
え
た
。
創

業
者
、
故
倉
岡
伸
欣
前
社
長
の

教
え
を
継
承
す
る
﹁
新
生
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
﹂
の
ス
タ
ー
ト
は
、

故
ミ
セ
ス
倉
岡
の
実
妹
で
あ
る

現
オ
ー
ナ
ー
、
古
屋
昭
代
さ
ん

に
引
き
継
が
れ
た
。
古
屋
さ
ん

か
ら
再
度
の
復
帰
要
請
を
受
け

て
昨
年
夏
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
５

年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
の
が
木

下
直
樹
さ
ん
だ
。
創
業
者
の
倉

岡
氏
は
、
慶
應
義
塾
大
学
体
育

会
剣
道
部
主
将
だ
っ
た
が
、
木

下
さ
ん
も
同
じ
慶
應
体
育
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
出
身
の
後
輩
。

１
９
７
９
年
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日

本
に
入
社
し
、
社
会
人
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
の
が
Ｎ
Ｙ
で
の

人
生
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
の
﹁
名
声
﹂
を
さ

ら
に
一
段
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ

せ
、
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
あ
り
﹂
の
存
在
感

拡
大
の
任
を
託
さ
れ
て
の
再
登

板
。
古
屋
オ
ー
ナ
ー
、
木
下
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
そ
し
て
全
従
業
員
が
三

位
一
体
と
な
り
﹁
名
門
復
活
﹂

に
向
け
日
々
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　

﹁
新
生
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
﹂

が
目
指
す
方
向
性
は
、
﹁
老
舗

の
名
前
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
の
で

は
な
く
、
常
に
新
し
い
も
の
を

目
指
す
挑
戦
者
た
れ
！
﹂
だ
。

そ
れ
は
、
時
代
の
流
れ
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、
そ

れ
を
料
理
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
。
お
馴
染
み
の
伝
統
的
江
戸

前
に
加
え
、
地
球
に
優
し
く
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
に

も
配
慮
し
た
健
康
食
﹁
美
味
し

い
ビ
ー
ガ
ン
料
理
﹂
の
導
入
だ
。

既
存
の
お
客
様
に
加
え
、
新
し

く
ビ
ー
ガ
ン
客
を
呼
び
込
み
、

客
層
の
間
口
を
広
げ
る
。
﹁
日

本
食
に
は
世
界
に
冠
た
る
精
進

料
理
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
人
客
へ
の
啓
蒙

に
も
努
め
た
い
﹂
と
意
気
込
み

を
見
せ
て
い
る
。
今
回
の
創
業

60
周
年
記
念
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
通
常
一
人
88
ド
ル
の
﹁
ビ

ー
ガ
ン
会
席
﹂
を
特
別
料
金
の

60
ド
ル
で
提
供
す
る
。︵
注
︶

期
間
、
数
量
限
定
。
要
事
前
予

約
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
60
年
の

歴
史
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
、
日
本
企
業
の
米
国
進
出
の

高
ま
り
と
重
な
り
、
世
界
経
済

の
中
心
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
﹁
食
文
化
を
通
じ
た
日
米
交

流
の
架
け
橋
と
な
っ
て
き
た
歴

史
﹂
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
今
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

全
米
で
美
味
し
い
日
本
食
が
食

べ
ら
れ
、
寿
司
ブ
ー
ム
や
日
本

食
が
普
及
し
た
陰
に
先
代
の
倉

岡
氏
の
孤
軍
奮
闘
の
弛
ま
な
い

努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

倉
岡
さ
ん
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
中
心
、
東
52
丁
目
に
米
国
で

最
初
の
檜
作
り
の
本
格
的
な
日

本
料
理
店﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
﹂

を
開
店
し
た
の
は
１
９
６
３
年

８
月
19
日
。
66
年
に
は
、
日
本

航
空
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
東
京
線

就
航
に
伴
い
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日

本
が
機
内
食
に
初
め
て
和
食
を

納
入
し
た
。２
０
２
３
年
現
在
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
は
週
14
便
を

運
航
中
で
、
就
航
以
来
57
年
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
全
ク
ラ

ス
に
和
食
を
提
供
し
て
い
る
。

﹁
9
・
11
テ
ロ
﹂、﹁
コ
ロ
ナ
禍
﹂

の
苦
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

も
﹁
Ｊ
Ａ
Ｌ
さ
ん
と
の
長
年
の

信
頼
の
お
陰
﹂
と
は
機
内
食
部

門
責
任
者
の
坂
田
、
池
端
両
料

理
長
の
弁
。

　

１
９
７
５
年
に
は
、
昭
和
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ご
訪
米
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｙ

日
本
総
領
事
公
邸
で
の
公
式

晩
餐
会
の
料
理
を
受
け
持
っ

た
。
89
年
に
は
、
米
国
に
﹁
ふ

ぐ
﹂
の
輸
入
を
す
る
許
可
を
５

年
に
及
ぶ
Ｆ
Ｄ
Ａ(

米
食
品
医

薬
品
局
︶
と
の
交
渉
の
末
、
取

得
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で

大
々
的
に
紹
介
さ
れ
、
今
や

﹁
ふ
ぐ
﹂
は
Ｎ
Ｙ
の
冬
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。
90
年
に

は
、
そ
ば
の
自
家
栽
培
に
乗
り

出
し
、
自
家
製
二
八
そ
ば
を
カ

ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
自

家
農
場
で
北
海
道
産
の
そ
ば
種

食
文
化
通
じ
て

日
米
の
橋
渡
し

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も

2009 年に叙勲し夫人と記念撮影する創業者の故倉岡氏

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
創
業
60
周
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
看
板
和
食
店

老
舗
に
新
時
代

名
声
を
さ
ら
に

を
使
い
そ
ば
栽
培
を
始
め
、
レ

ス
ト
ラ
ン
日
本
、
そ
ば
日
本
両

店
で
伝
統
的
な
二
八
そ
ば
を
出

し
始
め
、
そ
の
人
気
は
現
在
に

続
い
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に

は
、
秋
の
叙
勲
で
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
事
業
の
先
駆
者
と
し

て
﹁
旭
日
小
綬
章
﹂
を
受
け
た

が
、
２
０
１
７
年
10
月
に
創
業

者
夫
人
の
ミ
セ
ス
倉
岡
が
逝
去

し
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
翌
年

１
月
、
倉
岡
氏
が
逝
去
。　

　

同
店
は
、
政
治
、
経
済
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
人
に
愛
さ
れ
て

き
た
稀
有
の
顔
も
持
つ
。
中
曽

根
康
弘
元
首
相
以
来
、
岸
田
文

雄
首
相
ま
で
歴
代
の
日
本
の
首

相
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
に

は
必
ず
会
食
を
通
じ
た
外
交
の

舞
台
に
し
て
い
る
ほ
か
、
松
井

秀
喜
さ
ん
や
テ
ニ
ス
の
松
岡
修

造
さ
ん
、
伊
達
公
子
さ
ん
ら
ス

ポ
ー
ツ
選
手
に
も
愛
さ
れ
、
秋

吉
敏
子
さ
ん
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ

ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
ら
音
楽
家
、
ア

ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
さ

ん
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ

ィ
さ
ん
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
元
市
長
、
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
ら
米
国
の

有
名
人
た
ち
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
日
本
食
と
な
る
と
レ
ス
ト
ラ

ン
日
本
に
足
し
げ
く
や
っ
て
く

る
。
で
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

庶
民
に
と
っ
て
は
高
嶺
の
花
の

高
級
料
理
店
か
と
い
う
と
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
倉

岡
さ
ん
が
創
業
当
時
か
ら
守
っ

て
き
た
教
え
を
今
も
受
け
継
い

で
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
開

業
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
紙
随
一
の
高
名
な
料
理

評
論
家
の
ク
レ
ッ
グ
・
ク
レ

ボ
ー
ン
氏
が
倉
岡
さ
ん
に
言

っ
た
言
葉
。﹁
も
し
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を

永
く
続
け
た
い
な
ら
、
本
物

︵A
U

T
H

E
N

T
IC

IT
Y

︶、

良

質
︵Q

U
A

LIT
Y

︶、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
値
段
︵R

E
A

SO
N

A
B

LE
 PR

IC
E

︶、
そ
し
て

現
代
感
覚
の
推
移
に
常
に
眼
を

開
け
て
い
る
事
！
！
﹂
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

セ
レ
ブ
も
続
々
だ
が

気
さ
く
な
お
店

　

最
後
に
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の

60
年
の
歴
史
の
中
で
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が
、
世
界
各
地
か

ら
逃
れ
て
き
た
難
民
の
人
達
の

存
在
だ
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て

き
て
到
着
し
た
の
が
Ｎ
Ｙ
の

地
。
縁
あ
っ
て
初
め
て
働
き
始

め
た
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
。

以
来
40
数
年
、
今
日
に
至
る
ま

で
地
道
に
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の

底
辺
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
、

セ
イ
さ
ん
︵
エ
チ
オ
ピ
ア
︶、

レ
ム
さ
ん
︵
ベ
ト
ナ
ム
︶、
チ

ャ
チ
ャ
さ
ん
︵
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶、

コ
ー
さ
ん
︵
ミ
ャ
ン
マ
ー
︶。

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
ノ
ー
マ
さ
ん

︵
フ
ィ
リ
ピ
ン
︶、マ
リ
さ
ん︵
台

湾
︶
、
そ
の
他
、
多
く
の
仲
間

の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
て
60
周
年
を
祝
え
る
事

が
で
き
た
。

　

天
国
の
倉
岡
夫
妻
か
ら
は

﹁
み
ん
な
元
気
で
す
か
？ 

い
つ

も
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
を
支
え
て

く
れ
て
有
難
う
！
﹂
の
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
だ
。
多
種
多
様

な
ル
ー
ツ
を
持
っ
た
人
々
に
支

え
ら
れ
て
き
た
レ
ス
ト
ラ
ン
日

本
は
ま
さ
に
﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
界

の
Ｕ
Ｎ
﹂
と
言
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
ド
ア
を
開
け
る
と
﹁
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
﹂
の
明
る

い
声
が
今
日
も
聞
こ
え
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
三
浦
︶

従
業
員
は
世
界
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
の
Ｕ
Ｎ

食
後
、
東
総
料
理
長
、
福
本
料
理
長
を
労
う
岸
田
首
相

来店したアダムス NY 市長を迎える木下 CEO と古屋オーナー

https://www.restaurantnippon.com/
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
お
孫
さ
ん
を
連

れ
て
乗
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
お
母

さ
ん
に
列
車
の
先
頭
で
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
う
男
の
子
、
カ
メ

ラ
を
ぶ
ら
下
げ
車
掌
帽
を
か
ぶ

り
意
気
投
合
す
る
電
車
好
き
の

若
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
ビ
ン
テ
ー

ジ
列
車
を
楽
し
む
乗
客
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
たB

righton 
B

each

駅
。
ど
こ
か
に
置
き

忘
れ
た
夏
休
み
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
思
い
出
を
垣
間
見
た
時

間
が
流
れ
て
い
た
。

　︵
写
真
と
文
・
植
山
慎
太
郎
︶

　

株
式
会
社
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
︵
代
表
取
締

役
社
長
：
榊
原
博
、
本
社
東

京
︶
は
、
大
人
向
け
コ
レ
ク

タ
ー
ズ
商
品
の
統
一
ブ
ラ
ン

ド
﹁
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｉ 

Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
︵
魂
ネ
イ
シ
ョ

ン
ズ
︶
﹂
の
世
界
で
３
番
目
と

な
る
旗
艦
店
、
﹁T

A
M

A
SH

II 
N

A
T

IO
N

S ST
O

R
E

 N
E

W
 Y

O
R

K

﹂
を
９
月
８
日
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー

１
５
０
０
番
地
︶に
開
店
し
た
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
５
番
街
に
期
間
限
定
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
を
出
し
た
り

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
や
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
な
ど
で
単
発

的
に
イ
ベ
ン
ト
出
店
し
た
こ
と

は
あ
る
が
、
常
設
店
の
出
店
は

米
国
内
で
は
今
回
が
初
め
て
。

　

魂

ネ

イ

シ

ョ

ン

ズ

は

２
０
０
８
年
の
ブ
ラ
ン
ド
発
足

以
来
、﹁
Ｓ
・
Ｈ
・
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ー
ツ
﹂﹁
超
合
金
﹂﹁
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｔ
魂
﹂
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心

に
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
高

い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
商
品
を
販
売

し
、
世
界
中
で
多
く
の
フ
ァ
ン

を
獲
得
し
て
い
る
。
今
年
で
ブ

ラ
ン
ド
開
始
15
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
東
京
、
上
海

に
続
き
、
米
国
の
カ
ル
チ
ャ
ー

発
信
地
で
世
界
最
高
峰
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
集
合
地
で

あ
る
Ｎ
Ｙ
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
で
の
出
店
を
実
現
し
た
。

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
ら
し
い

煌
び
や
か
な
電
光
掲
示
板
の
サ

イ
ン
と
、店
頭
の
左
右
に
立
つ
、

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
主
人

公
ル
フ
ィ
と
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
水
星
の
魔
女
の
主
役
機
ガ
ン

ダ
ム
エ
ア
リ
ア
ル
の
人
間
サ
イ

ズ
の
立
像
が
目
を
引
く
同
店

は
、
１
３
０
０
ス
ク
エ
ア
フ
ィ

ー
ト
強
の
ス
ペ
ー
ス
に
１
０
０

種
類
を
超
す
商
品
が
ず
ら
り
と

並
べ
ら
れ
て
い
て
圧
巻
。
シ
ョ

ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
陳
列
さ
れ
て

い
る
商
品
を
見
る
と
、
ア
メ
リ

カ
で
も
知
名
度
の
高
い
人
気
ア

ニ
メ
や
特
撮
映
画
の
キ
ャ
ラ

や
、
ヒ
ー
ロ
ー
、
怪
獣
、
メ
カ

な
ど
、
様
々
な
世
代
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
フ
ァ
ン
に

訴
え
か
け
る
幅
広
い
商
品
構
成

と
、
ア
メ
リ
カ
の
玩
具
メ
ー
カ

ー
で
は
再
現
で
き
な
い
、
緻
密

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
﹁
そ
っ
く
り
﹂

に
精
工
に
作
り
上
げ
る
同
社
の

高
い
技
術
力
が
窺
え
る
。ま
た
、

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
限
定
商

品
を
多
く
取
り
扱
っ
て
い
る
の

も
魅
力
だ
。

　

当
日
は
、バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
・

ト
イ
ズ
＆
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ル

ズ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ク
の
濱 

広
太
郎
代
表
取
締
役
社
長
と
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
協
会
の
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
あ
と
午
前
11
時
に
開
店

し
た
。
混
雑
に
よ
る
混
乱
を
避

け
る
た
め
当
日
の
入
店
は
事
前

予
約
制
に
し
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
店
先
に
は
同
社
製
品
の
フ

ァ
ン
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
最

前
列
の
男
性
は
世
界
一
早
く
発

売
と
な
っ
た
同
店
限
定
商
品
を

確
実
に
入
手
す
る
た
め
深
夜
０

時
に
一
番
乗
り
で
待
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
米
国
で
の

販
売
権
が
得
ら
れ
な
い
一
部
商

品
を
除
い
た
日
本
で
の
多
彩
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
、
特

に
米
国
人
に
人
気
の
高
い
も
の

を
中
心
に
販
売
展
開
し
て
い

く
。
中
に
は
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
×
戦
国
時
代
が
コ
ン
セ
プ
ト

の
同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ィ
ギ

ュ
ア
﹁
名
将
﹂
シ
リ
ー
ズ
な

ど
、
日
本
国
内
よ
り
海
外
で
の

売
り
上
げ
が
高
い
も
の
も
あ
る

と
い
う
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
商
品
の
入
れ
替
え
を
ま
め

に
し
た
り
限
定
商
品
も
増
や

し
、
フ
ァ
ン
へ
の
情
報
発
信
基

地
に
す
る
と
と
も
に
、
世
界
的

に
有
名
な
観
光
地
の
路
面
店
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
通

り
す
が
り
の
お
客
さ
ん
に
も
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
店
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

同

店

サ

イ

ト

は
、https://

tam
ashiiw

eb.com
/store/

new
-york

　
　︵
久
松
茂
、
写
真
も
︶

 

バ
ン
ダ
イ
ス
ピ
リ
ッ
ツ

魂
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
旗
艦
店
出
店

ビ
ン
テ
ー
ジ
列
車
が
行
く

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.samuraimama.com/
https://tamashiiweb.com/store/new-york
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日

本
庭
園
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
共
催
の
﹁
ピ
ー
ス
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
﹂
が
、
国
連
が
定
め
る
国
際

平
和
デ
ー
で
あ
る
21
日
︵
木
︶

午
後
３
時
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
︵
東
47

丁
目
３
３
３
番
地
︶
に
て
開
催

さ
れ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
文
化
、
知
的
、
外
交
の
各

分
野
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
招
き
、

芸
術
、
文
化
団
体
、
公
共
空
間

の
役
割
に
つ
い
て
平
和
の
創
造

と
地
域
社
会
へ
の
参
画
と
い
う

視
点
か
ら
講
演
す
る
。
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
は
、

世
界
６
大
陸
で
計
６
回
の
ピ
ー

ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予

定
で
、
す
で
に
第
１
回
目
は
東

京
、
第
２
回
目
は
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
３
回

目
で
、
次
回
は
南
ア
フ
リ
カ
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
も
あ
る
。

　

当
日
は
キ
ャ
リ
ル
・
ス
タ
ー

ン
︵ 

ラ
イ
オ
ン
ツ
リ
ー
チ
ー

フ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
オ
フ
ィ
サ

ー 

、
米
国
ユ
ニ
セ
フ
協
会
元

Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
に
よ
る
基
調
講
演
の

ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
詩
の
朗
読
、
千
住

博
︵
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶
に
よ

る 

ア
ー
ト
を
通
じ
た
平
和
創

造
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
参

加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登
録
。

登
録
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japansociety
.
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公
共
空
間
の
役
割

Ｊ
Ｓ
で
平
和
講
演
会

　

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
の
ベ
ッ
ト
ウ
エ
ー
は
こ
の

ほ
ど
、
カ
ナ
ダ
を
含
む
北
米
都

市
の
﹁
ク
ー
ル
度
﹂
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
た
。 

　

同
社
は
、
文
化
・
芸
術
活
動
、

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
、
多
様
性
、
持

続
可
能
性
に
対
す
る
意
識
ほ

か
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ク
ー
ル
﹂
を

象
徴
す
る
ス
リ
フ
ト
店
や
レ
コ

ー
ド
店
、
ビ
ー
ガ
ン
・
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
軒
数
、

独
立
事
業
数
な
ど
の﹁
都
会
性
﹂

要
素
を
基
準
に
各
都
市
を
分
析

し
、５
点
満
点
で
格
付
け
し
た
。

１
位
は
、
レ
コ
ー
ド
店
１
１
０

店
舗
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ

ー
︵
小
規
模
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
醸
造
所
︶
１
８
８
店
舗
と
共

に
北
米
最
多
の
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
︵
３
・
９
５
８
点
︶

だ
っ
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
は
、
ビ
ー
ガ
ン
・
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
最

も
多
く
﹁
活
気
、
無
数
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
名
所
に
溢
れ
、

ま
さ
に
眠
ら
な
い
街
﹂
と
評

さ
れ
た
が
１
位
と
僅
差
の
３
・

９
０
５
点
で
２
位
だ
っ
た
。
以

下
上
位
10
位
は
次
の
通
り
。
３

位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
４
位
シ
ア

ト
ル
、
５
位
ト
ロ
ン
ト
、
６
位

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
７
位
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
８
位
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
、
９
位
カ
ル
ガ
リ
ー
、

10
位
バ
ン
ク
ー
バ
ー
。 

最
も
ク
ー
ル
な
都
市
1
位
は

オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

270

　

地
方
創
生
は
今
の
日
本
の
課
題

で
す
。
そ
し
て
地
方
創
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
に
、
最
近
話
題

な
の
が
﹁
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
﹂
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
が
発
祥
ら
し
い
で
す
が
、
以
下

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。﹁
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

そ
の
土
地
の
気
候
風
土
が
生
ん
だ

食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史
な
ど

に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、

食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ
と
を
い
う
﹂

　

奈
良
や
静
岡
な
ど
い
ろ
ん
な
地

域
が
、
こ
の
﹁
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂
で
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

わ
た
し
自
身
、
現
在
、
鹿
児
島
の

霧
島
市
で
新
し
く
で
き
る
ホ
テ
ル

の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
﹁
霧
島
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
と
い
え
ば
焼
酎
で
、

焼
酎
と
い
え
ば
麹
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
麹
は
味
噌
や
醤
油
な
ど
日
本

の
食
文
化
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
霧
島
に
は
温
泉
も
あ
り

ま
す
。
神
社
・
仏
閣
な
ど
歴
史
的

建
造
物
も
あ
り
ま
す
。
湧
き
出
る

水
も
あ
れ
ば
、
美
味
し
い
豚
肉
、

甘
酒
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
毎
年

７
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

鹿
児
島
の
空
の
玄
関
口
が
霧
島
で

す
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
だ

け
で
な
く
、
食
を
通
し
て
文
化
や

歴
史
に
も
触
れ
て
も
ら
う
。
そ
れ

が
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
す
。

　

こ
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
日
本
の
地
域
に
向
い
て
い

る
と
わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
爆
買
い
﹂
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土

地
で
な
ぜ
そ
の
食
べ
物
が
で
き
た

の
か
。
気
候
や
風
土
な
ど
に
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
何
よ

り
も
何
年
も
守
っ
て
き
た
地
域
の

文
化
や
風
習
も
知
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て

欲
し
い
。

　

ま
だ
ま
だ
簡
単
で
は
な
い
け
れ

ど
、
ぜ
ひ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本

に
来
ら
れ
る
観
光
客
に
も
こ
の
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

 

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈

良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂
を
取
り
入

れ
た
人
材
育
成
が
話
題
に
。
著
書

に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講
師

を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
︵
中
経
出

版
︶﹂
な
ど
多
数
。

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

﹁
前
回
来
た
と
き
よ
り
も
枝

が
伸
び
て
ま
す
ね
。
枯
山
水
の

石
庭
で
す
か
ら
石
を
見
せ
る
よ

う
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
﹂

と
話
す
の
は
中
見
宰
さ
ん
。
４

年
前
に
も
こ
こ
で
剪
定
作
業
を

行
っ
た
。
今
回
初
参
加
し
た
中

島
洋
二
さ
ん
は
﹁
綺
麗
な
日
本

庭
園
で
す
ね
。
も
み
じ
も
綺
麗

に
整
っ
て
い
て
美
し
い
で
す
﹂

と
感
心
し
て
い
た
。
東
京
農
大

Ｏ
Ｂ
一
行
は
、
国
連
の
平
和
の

鐘
の
式
典
に
出
席
し
た
ほ
か
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
も
剪
定
作

業
を
行
っ
た
。　

　

参
加
者
し
た
の
は
阿
部
紳
一

郎
さ
ん
︵
ボ
ス
ト
ン
の
造
園
会

社
Ｚ
Ｅ
Ｎ
理
事
︶、
中
見
宰
さ

ん
︵
地
球
号
自
然
塾
開
催
・
世

界
に
日
本
庭
園
を
造
る
・
静
岡

県
再
参
加
︶、
瀬
川
正
明
さ
ん

︵
設
計
工
房
瀬
川
開
催
・
居
心

庭
の
良
い
庭
の
提
案
・
茨
城
県

再
参
加
︶、
山
本
誠
さ
ん
︵
ウ

ォ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・

噴
水
、
池
、
他　

東
京
都
・
参

加
︶
、
中
島
洋
二
さ
ん
︵
造
園

土
木
会
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
個
人
庭
園

〜
公
共
緑
化
・
群
馬
県
初
参

加
︶
、
蓑
茂
寿
太
郎
さ
ん
︵
同

大
学
副
学
長(

了
︶・
全
世
界

の
日
本
庭
園
及
び
公
共
緑
化
・

奈
川
県
初
参
加
︶、
鈴
木
隆
司

さ
ん
︵
鈴
隆
造
園
経
営
・
国
内

〜
海
外
の
日
本
庭
園
・
施
工
管

理
・
静
岡
県
再
参
加
︶、
周
田

康
裕
さ
ん
︵
周
田
庭
園
経
営
・

京
都
を
中
心
に
庭
園
設
計
施
工

管
理
・
京
都
府
初
参
加
︶、
池

田
真
人
さ
ん
︵
山
梨
県
再
参

加
︶、
遠
藤
裕
美
さ
ん
︵
華
道
、

茶
道
、
着
物
着
付
け
師
範
・
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
・
静
岡
県
初
参

加
︶。　
　

︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

東
京
農
大
Ｏ
Ｂ
、
国
連
日
本
庭
園
の
美
し
さ
に
感
心

「綺麗に整っていて美しい」

　

今
夏
、
映
画
﹁
バ
ー
ビ
ー
﹂

が
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
興

行
収
益
は
14
億
ド
ル
に
迫
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
映
画
の
歴
代
収
入
の

ト
ッ
プ
と
な
り
、
最
終
的
に
は

20
億
ド
ル
近
く
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
マ
テ
ル
社
は
ワ

ー
ナ
ー
か
ら
興
行
収
入
の
５
％

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
１
億
２
５
０
０
万
ド
ル
を

受
け
取
る
見
込
み
と
い
う
。
マ

テ
ル
社
の
株
価
は
上
が
り
、
バ

ー
ビ
ー
人
形
は
も
ち
ろ
ん
グ
ッ

ズ
な
ど
の
売
り
上
げ
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。
９
月
７
日
付
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
︵
電
子

版
︶が
ク
ラ
イ
ツ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が﹁
複

数
年
に
わ
た
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
経
営
戦
略
﹂
と
呼
ぶ
も
の
の

始
ま
り
と
な
っ
た
と
報
じ
た
。

バ
ー
ビ
ー
映
画
で
大
当
た
り

お
も
ち
ゃ
の
マ
テ
ル
社

１体 20 ドルで売られているバービー人形（NY 市内玩具店で）

光の双柱天まで届け
（９月 11 日グランドゼロで、写真・きゃま）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@jaany.org
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyjalc.org
http://www.nyseikatsu.com
https://japansociety.org/events/peace-symposium-new-york-2023/
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消防士たちの写真展

米
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
22
年

救
助
活
動
で
多
大
の
犠
牲

　

ロ
ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

Ｎ
Ｙ
市
消
防
博
物
館
︵
ス
プ
リ

ン
グ
通
り
２
７
８
番
地
、
バ
リ

ッ
ク
と
ハ
ド
ソ
ン
通
り
の
間
︶

は
現
在
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

22
周
年
の
特
別
展
﹁
リ
カ
バ
リ

ー
・
ア
ン
ド
・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
﹂
を
開
催
し
て
い
る
。 

　

同
展
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

経
済
的
影
響
で
昨
年
止
む
無
く

閉
館
し
た
９
・
11
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
同
市

消
防
局
の
消
防
士
た
ち
を
称

え
、
同
テ
ロ
事
件
で
懸
命
に
救

助
活
動
に
尽
く
し
た
消
防
士
た

ち
の
言
葉
や
壮
烈
な
瞬
間
を
撮

ら
え
た
写
真
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
動
画
な
ど
、
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
し

て
い
た
貴
重
な
資
料
を
改
め
て

鑑
賞
し
て
ほ
し
い
と
企
画
さ
れ

た
。
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
同
事
件
の
遺
族
か

ら
成
る
家
族
会
が
２
０
０
６

年
に
開
設
し
、
遺
族
や
生
存

者
、
消
防
士
た
ち
の
一
人
称
で

語
ら
れ
た
当
時
の
経
験
が
パ
ネ

ル
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
展
示

物
は
現
在
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

911tribu
tem

u
seu

m
.org

で
閲
覧
で
き
る
。 

　

同
消
防
博
物
館
に
も
、
９
・

11
で
命
を
落
と
し
た
３
４
３
人

の
消
防
員
た
ち
の
写
真
や
、
事

故
現
場
か
ら
発
掘
さ
れ
た
救
助

道
具
な
ど
を
展
示
す
る
メ
モ
リ

ア
ル
・
ル
ー
ム
が
常
設
さ
れ
て

い
る
。
開
館
は
水
曜
〜
日
曜
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
入

館
料
は
大
人
15
ド
ル
、
子
供

６
ド
ル
。
同
展
は
10
月
15
日

ま
で
。
同
博
物
館
の
詳
細
は

nycfirem
useum

.org

を
参

照
す
る
。

　

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
後
、
関
連
す
る
病
気

で
亡
く
な
っ
た
43
人
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
消
防
局︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
︶

員
の
名
前
が
、
ワ
ー
ル
ド
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ル
に
追
加
さ
れ
た
。
壁

に
は
現
在
３
３
１
人
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

　

９
・
11
関
連
の
病
気
で
両
親

を
亡
く
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
フ
リ

ゼ
ル
さ
ん
が
出
席
し
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ

る
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
本
部
で
行
わ
れ
た

式
典
で
は
、
フ
リ
ゼ
ル
の
母
親

で
あ
る
救
急
隊
長
の
フ
ェ
イ
・

バ
フ
マ
ン
も
表
彰
さ
れ
た
。

　

彼
の
父
親
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
副

署
長
の
ジ
ョ
エ
デ
ィ
・
フ
リ
ゼ

ル
の
名
前
は
５
年
前
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
フ
リ
ゼ
ル
の
両
親

は
仕
事
中
に
出
会
い
結
婚
し
た

が
、
父
親
は
食
道
が
ん
で
、
母

親
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
よ
り
亡
く
な

っ
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
の
ジ
ョ
ン
・

ホ
ジ
ェ
ン
ズ
局
長
は
﹁
９
・
11

関
連
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た
隊

員
数
が
、
２
０
０
１
年
９
月
11

日
に
失
わ
れ
た
３
４
３
人
に
近

づ
い
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
が

た
い
﹂
と
述
べ
た
。
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つ
い
に
禁
断
の
果
実
に
手
を

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
名
はC

hatG
PT

。

手
を
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
の
禁

断
性
は
コ
ラ
ム
や
文
筆
家
、
記

事
を
書
く
人
や
研
究
家
や
学
校

の
先
生
や
受
験
生
。
大
き
な
と

こ
ろ
で
は
国
全
体
で
そ
れ
を
制

限
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
、
ま
さ

に
﹁
馬
車
時
代
に
登
場
し
た
自

動
車
﹂
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
手
抜
き
と
い
う
の
は
語

弊
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
の

高
齢
者
の
か
ん
た
ん
な
機
能
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
簡
単
な
食
事

メ
ニ
ュ
ー
をC

hatG
PT

で
作

成
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

何
度
か
介
護
の
科
学
化
、
Ａ
Ｉ

化
の
提
案
は
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
結
論
は
こ
こ

に
辿
り
着
く
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
使
い
方
の
最
初
の
カ

ギ
は
、ChatG

PT

に
﹁
役
割
﹂

を
与
え
る
こ
と
で
す
。
入
力

例
﹁
あ
な
た
は
優
秀
な
理
学
療

法
士
で
す
。
こ
れ
か
ら
85
歳
男

性
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
す
。
男
性
の
状
態
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

足
腰
は
健
康
、
毎
日
買
い
物
で

外
出
し
て
自
力
で
帰
宅
で
き
ま

す
。食
事
も
自
分
で
作
れ
ま
す
﹂

と
い
う
条
件
を
付
与
し
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
以
下
の
回
答
が
５

秒
で
作
成
で
き
ま
し
た
。

機
能
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
Ａ
Ｉ
で
作
成

　

﹁
１
日
に
つ
い
て
は
、
15
〜

30
分
程
度
の
リ
ハ
ビ
リ
活
動
を

数
回
に
分
け
て
行
う
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
心
地
よ
い
ペ
ー
ス

で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
以
下
は
一
例
で
す
が
、
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
調
整
し
て
い
た

だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
﹂
と
い

う
根
拠
を
前
提
に
以
下
の
よ
う

な
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
が
出
ま

し
た
。
全
部
書
き
出
す
こ
と
は

割
愛
し
ま
す
。﹁
月
曜
Ａ
Ｍ
・

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
バ
ラ
ン
ス

練
習
。
Ｐ
Ｍ
・
散
歩
や
軽
い
運

動
。
火
曜
Ａ
Ｍ
・
認
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
︵
パ
ズ
ル
、
記
憶
ゲ
ー

ム
︶。
Ｐ
Ｍ
・
手
作
業
︵
パ
ズ

ル
や
絵
を
描
く
な
ど
︶。
水
曜

Ａ
Ｍ
・
軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
︵
軽
い
ウ
エ
イ
ト
運
動
︶。

Ｐ
Ｍ
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
の
軽
い
運
動
・・・
﹂

等
に
加
え
、
言
葉
遊
び
、
ク
イ

ズ
、
散
歩
や
自
然
と
触
れ
合
う

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
バ
ラ
ン
ス

練
習
、
趣
味
活
動
音
楽
、
映
画
、

読
書
、
家
族
や
友
人
交
流
や
ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
で
飽
き
さ
せ
な

い
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
提
案
は

い
っ
た
い
ど
こ
で
集
め
て
き
た

の
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
85
歳
男
性
と
い
う
こ
と

以
上
に
も
っ
と
条
件
を
足
す
こ

と
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
詳
し
く
、

興
味
関
心
を
個
別
化
さ
せ
狭
く

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。す
ご
い
。

さ
ら
に
、
最
後
の
前
提
に
﹁
必

ず
専
門
医
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
進
め
て
く
だ
さ
い
﹂
と
書
き

残
す
と
こ
ろ
も
憎
い
で
す
。　

　

調
子
こ
い
た
私
は
同
じ
男
性

の
条
件
で
食
事
メ
ニ
ュ
ー
も
。

条
件
は
﹁
予
算
は
朝
は
２
２
０

円
、
昼
は
３
３
０
円
、
夜
は

５
５
０
円
。
和
食
も
中
華
も
洋

食
も
メ
キ
シ
カ
ン
も
ア
ジ
ア
ン

フ
ー
ド
も
大
好
き
で
す
。
カ
ロ

リ
ー
計
算
も
入
れ
て
く
だ
さ

い
﹂。

﹁
月
曜　

朝　

玄
米
お
に
ぎ
り
、

納
豆
、
味
噌
汁
、
フ
ル
ー
ツ

３
５
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
昼　

鶏
肉
と
野
菜
の
炒
め
物
４
５
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
ご
は
ん
、
小

松
菜
の
お
ひ
た
し
。
夕　

鮭

の
ム
ニ
エ
ル
、
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
、
サ
ラ
ダ
６
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
。
火
曜 

朝
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ハ
チ
ミ
ツ
か
け
た
ト
ー
ス
ト
、

フ
ル
ー
ツ
３
５
０
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
。
昼　

エ
ビ
と
野
菜
の
炒
め

煮
、
ご
は
ん
、
味
噌
汁
４
５
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
夕　

中
華

風
チ
キ
ン
サ
ラ
ダ
、
春
巻
き

５
５
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
・
・
・
﹂

等
、
み
て
の
通
り
、
１
日
お
き

に﹁
和
﹂を
中
心
に﹁
洋
そ
の
他
﹂

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
並
べ
、
さ
ら

に
、
イ
タ
リ
ア
ン
風
ハ
ー
ブ
チ

キ
ン
、
タ
コ
ス
サ
ラ
ダ
、
ア
ジ

ア
風
チ
キ
ン
サ
ラ
ダ
、
春
巻
き

を
入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
、
ど

こ
の
専
門
家
と
い
う
か
、
エ
ン

タ
テ
イ
ナ
ー
が
仕
組
ま
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
こ
れ
も
感
心
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
﹁
こ
れ
ら
の

食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
好
み
や
体
調

に
合
わ
せ
、
専
門
家
の
意
見
も

入
れ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
﹂

と
い
う
毎
度
、
前
提
条
件
が
最

後
に
付
与
さ
れ
て
い
る
重
ね
重

ね
の
憎
さ
。
そ
れ
に
し
て
も
こ

れ
が
無
料
で
ま
と
め
て
も
ら
え

る
と
い
う
憎
さ
余
っ
て
可
愛
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
現
在

は
無
料
で
す
が
、
実
質
１
検
索

に
つ
き
１
０
０
円
か
か
っ
て
る

と
い
う
噂
も
あ
り
、
将
来
は
ど

の
Ｐ
Ｃ
に
も
ス
マ
ホ
に
も
当

た
り
前
の
よ
う
に
格
納
さ
れ
、

﹁
昔
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ん
て

い
う
の
を
使
っ
て
い
た
な
あ
﹂

と
、
今
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も

の
が
進
化
し
て
い
く
そ
ん
な

C
hatG

PT

な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
介
護
の
科
学
化
も
ど
う

付
い
て
い
く
べ
き
か
。
私
も
専

門
家
と
し
て
、
検
索
か
ら
新
し

い
技
術
導
入
を
虎
視
眈
々
と
、

さ
ら
に
専
門
家
と
打
ち
合
わ
せ

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

楽しい
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43
人
の
名
前
追
加

消
防
士
３
３
１
人
病
死

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
数
か
月

間
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
ホ
ウ

ク
ル
知
事
が
難
民
申
請
者
へ
の

市
の
対
応
を
支
援
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
批
判
。
２
０
２
４
年

の
大
統
領
選
挙
を
控
え
、
共
和

党
議
員
の
間
で
は
市
長
に
よ
る

バ
イ
デ
ン
批
判
を
取
り
上
げ
る

動
き
が
増
え
て
い
る
。
ケ
ビ

ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
連
邦
下
院

議
長
は
５
日
、
ア
ダ
ム
ス
市
長

の
対
話
集
会
で
の
言
葉
を
引
用

し
﹁
バ
イ
デ
ン
国
境
危
機
が
国

に
損
害
を
与
え
て
い
る
﹂
と
声

明
で
主
張
、﹁
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
正
し
い
﹂
と
し
て
い
る
。
マ

イ
ク
・
ペ
ン
ス
元
副
大
統
領
は

４
日
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
﹁
南
部

国
境
の
確
保
に
絶
対
的
な
失
敗

を
し
た
と
し
て
バ
イ
デ
ン
大
統

領
と
そ
の
政
権
を
非
難
し
よ
う

と
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

長
に
敬
意
を
表
し
た
い
﹂
と
述

べ
て
い
た
。

　

一
方
、
移
民
擁
護
団
体
や
一

部
の
民
主
党
議
員
か
ら
は
怒
り

を
招
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
移
民
連
合
の
事
務
局
長
ム
ラ

ド
・
ア
ワ
ウ
デ
氏
は
﹁
市
長
の

発
言
は
危
険
で
、
移
民
に
対
す

る
暴
力
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
﹂
と
語
り
、
法
律
扶
助
協

会
と
ホ
ー
ム
レ
ス
連
合
は
﹁
母

国
で
想
像
を
絶
す
る
状
況
か
ら

逃
げ
て
き
た
人
々
を
悪
者
扱

い
﹂
し
、
ま
る
で
﹁
極
右
の
政

治
家
﹂
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と

指
摘
す
る
な
ど
批
判
に
さ
ら
さ

れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
必
要

と
す
る
人
に
避
難
所
を
提
供
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ア
ン

ジ
ェ
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・

ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
副
報
道
官
は
、

Ｎ
Ｙ
市
と
Ｎ
Ｙ
州
に
今
年
新
た

に
１
億
４
０
０
０
万
ド
ル
︵
約

２
０
５
億
円
︶
の
連
邦
資
金
を

投
入
し
て
お
り
、
ホ
ー
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
と
も
建
設
的
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、﹁
壊
れ
た
移
民
制
度

を
改
革
し
、
こ
れ
以
上
の
援
助

を
提
供
で
き
る
の
は
連
邦
議
会

だ
け
だ
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

アダムス市長の政権批判

共和党が大統領選挙に利用
越境移民流入問題で

消
防
博
物
館
で

mailto:info@jaany.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
nycfiremuseum.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
と
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
︶
が
共
催
す
る
第
17
回
秋

の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
︵
後
援
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
︶

で
、
日
本
で
人
気
の
有
名
講
師

陣
がY

ouT
ube

で
講
演
配
信

す
る
恒
例
の
﹁
ラ
イ
オ
ン
ズ
大

学
・
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー

ズ
﹂
第
７
弾
が
21
日
︵
木
︶
か

ら
10
月
１
日
︵
日
︶
ま
で
開
催

さ
れ
る
。
講
師
陣
は
フ
ァ
ー
ス

ト
ブ
ラ
ン
ド
社︵
本
社
大
阪
市
、

河
本
扶
美
子
社
長
︶
が
運
営
す

る
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
登
録
の
専

門
家
３
人
。
企
画
は
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。

　

今
回
は
、
一
般
社
団
法
人
日

本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協

会
代
表
理
事
の
山
口
里
美
さ
ん

が
﹁
家
と
家
の
名
義
の
片
づ
け

〜
相
続
登
記
の
義
務
化
迫
る
！

〜
﹂
を
、
介
護
福
祉
士
の
馬
場

田
晃
一
さ
ん
が
﹁
世
代
問
わ
ず

楽
し
め
る
！
丈
夫
な
身
体
へ
導

く
﹃
次
世
代
型
介
護
予
防
﹄﹂

を
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
松
山
友
美

さ
ん
が
﹁
シ
ニ
ア
の
﹃
健
幸
﹄

ラ
イ
フ
〜
明
日
を
変
え
る
美
腸

習
慣
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
30
分
程
度
講
演
す
る
。
聴
講

は
無
料
だ
が
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
。
一
度
の
申
し
込
み

で
、
す
べ
て
の
講
演
が
自
由
に

何
度
で
も
視
聴
で
き
る
。
申
し

込
み
を
し
た
人
に
Ｊ
Ａ
Ａ
か
ら

視
聴
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
を
通

知
す
る
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ

メ

ー

ル　

info@
jaany.

org

　

ま
で
。

山口さん

馬場田さん

松山さん

Ｊ
Ａ
Ａ
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

﹁
大
人
の
教
養
講
座
﹂

相
続
、
介
護
予
防
、
美
腸
習
慣

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
２
０
２
３
年
秋
か
ら
24

年
初
夏
・
新
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
発
表
し
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
は
20
世
紀
の
も
っ
と
も

重
要
な
作
曲
家
の
ひ
と
り
で
実

験
音
楽
の
祖
た
る
ジ
ョ
ン
・
ケ

ー
ジ
が
、
い
か
に
日
本
か
ら
芸

術
的
影
響
・
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
て
い
た
か
を
俯
瞰

す
る
﹁
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
日

本
﹂
シ
リ
ー
ズ
で
幕
を
開
け
る
。

　

９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
４

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
﹁
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
日
本
﹂

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
日
本
文
化
や
禅
の
思
想
か

ら
深
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
た
ケ
ー
ジ
に
与
え
た
芸

術
的
影
響
に
目
を
向
け
る
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
の
﹃
ケ
ー
ジ
・
シ

ャ
ッ
フ
ル
﹄︵
９
月
28
日
・
29

日
︶
で
は
、
俳
優
・
演
出
家
の

ポ
ー
ル
・
ラ
ザ
ー
ル
が
、
ケ
ー

ジ
が
﹁
1
分
間
を
か
け
て
読
む

こ
と
﹂
と
指
示
を
伴
っ
て
書
き

た
め
た
短
い
大
量
の
文
章
を
順

不
同
に
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
な
が

ら
、
順
番
の
決
ま
っ
た
振
り
付

け
を
伴
っ
て
朗
読
す
る
。
シ

リ
ー
ズ
第
２
弾
か
ら
第
４
弾

は
、
多
く
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ

作
品
の
解
釈
と
ラ
イ
ブ
を
行
っ

て
き
た
音
楽
家
・
作
曲
家
そ
し

て
ボ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

足
立
智
美
を
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表

す
る
現
代
音
楽
集
団
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
。﹃
龍

安
寺
﹄︵
10
月
21
日
︶、
世
界

初

演
﹃N

oh-opera / N
oh-

tation

：
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の

未
完
成
作
品
を
紐
解
く
﹄︵
11

月
16
日
︶、﹃
ケ
ー
ジ
・
シ
ョ
ッ

ク
：
初
訪
日
ツ
ア
ー
へ
の
オ
マ

ー
ジ
ュ
﹄︵
12
月
７
日
︶
が
公

演
さ
れ
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ジ
訪

日
の
立
案
者
で
昨
年
亡
く
な

っ
た
作
曲
家
・
一
柳
慧
︵
オ

ノ
・
ヨ
ー
コ
の
最
初
の
夫
︶
へ

の
追
悼
の
意
を
こ
め
て
、
来
日

ツ
ア
ー
中
、
札
幌
の
街
で
ケ
ー

ジ
の
指
揮
に
よ
り
初
演
さ
れ
た

一
柳
の
楽
曲
﹁Sapporo

﹂
も

披
露
す
る
。
各
公
演
の
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.JapanSociety

.org/
perform

ingarts 

を
参
照
す

る
。

ジャパン・ソサエティー「ジョン・ケージの日本」シリーズ

　

﹁
カ
ン
マ
ー
ラ
ク
・
プ
ロ
ミ

ス
〜
和
楽
器
と
弦
楽
四
重
奏
の

午
後
〜
﹂
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
が
10
月
８
日
︵
日
︶
午
後
４

時
か
ら
、
天
理
文
化
会
館
︵
西

13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶
に
て
開
催

さ
れ
る
。
虚
心
庵
ア
ー
ツ
に
よ

る
和
洋
楽
器
の
混
成
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
演
奏
で
、
日
本
人
で
は

箏
の
木
村
伶
香
能
が
参
加
す

る
。

　

創
立
15
周
年
を
迎
え
る
虚
心

庵
ア
ー
ツ
は
、
カ
ザ
ッ
ト
弦
楽

四
重
奏
団
を
迎
え
て
混
成
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
た
め
に
書
か
れ
た

現
代
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
秋

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
昨
年
ア
メ
リ
カ
ン

プ
ラ
イ
ズ
作
曲
賞
を
受
賞
し

た
合
屋
正
虎
へ
の
委
嘱
五
重

奏
﹁T

ree of Life

﹂
の
世
界

初
演
を
は
じ
め
、
佐
藤
容
子
や

三
木
稔
の
作
品
を
演
奏
す
る
。

入
場
料
は
25
ド
ル
︵
前
売
︶、

30
ド
ル
︵
当
日
︶。
チ
ケ
ッ
ト

はhttps://w
w

w
.m

usae.
m

e
/k

y
o

sh
in

a
n

a
rts/

e
x

p
e

rie
n

c
e

s/1
4

3
8

/
kam

m
erraku-prom

ise

虚心庵アーツ

和楽器と弦楽四重奏
10 月８日天理文化会館で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・

バ
レ
エ
は
こ
の
秋
、
リ
ン
カ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
デ
ビ
ッ
ド
・

Ｈ
・
コ
ー
ク
劇
場
︵
リ
ン
カ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
20
番
地
︶

で
、
創
立
75
周
年
記
念
シ
ー
ズ

ン
を
創
始
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ラ

ン
シ
ン
を
祝
う
４
週
間
の
公
演

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
第
１
週
目

と
な
る
19
日
︵
火
︶
か
ら
24
日

︵
日
︶
は
、
バ
ラ
ン
シ
ン
の
唯

一
の
筋
書
き
の
な
い
長
編
バ
レ

エ
﹃
ジ
ュ
エ
ル
ズ
﹄
を
上
演
。

１
９
６
７
年
の
初
演
以
来
、
多

く
の
観
客
に
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
こ
の
作
品
は
バ
ラ
ン
シ
ン
が

宝
石
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
創
作
し
た
も
の
で
、

エ
メ
ラ
ル
ド
、
ル
ビ
ー
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
３
部
構
成
。
最
終

日
24
日
午
後
３
時
か
ら
の
マ
チ

ネ
公
演
で
は
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル

ダ
ン
サ
ー
の
ラ
ッ
セ
ル
・
ジ
ャ

ン
ゼ
ン
が
舞
台
で
引
退
を
告
げ

る
最
後
の
お
辞
儀
を
す
る
。

　

詳

細

は

公

式

サ

イ

ト

https://w
w

w
.ny

cballet.
com

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
バ
レ
エ

創
立
75
周
年
記
念
公
演

 © Photo by Yasuhiro Yoshioka, Courtesy of Sougetsu Foundation
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　アメリカの有名・有力大学の多くは、入学選考（Admissions）において、親や親類がその大学
を卒業した場合、とりわけ、多額の寄付金を当大学に払った場合は、子弟を優遇します。この仕
組みをLegacy Admissionsと言います。Legacyとは「次の世代に引き継ぐ遺産」という意味です。
　今、Legacy Admissions が市民の間で論議の的になっているのは、先般、黒人の学生を優先
的に大学に入れるための方法として確立していた Affirmative Action（少数民族のための積極的

是正策）が、米国最高裁において不公平で違法だと判示されたからです。これを受けて、裕福な白人の子弟が優遇され
がちな Legacy Admissions はもっと不公平な制度だと、批判の声があがっています。　
　一方で、Legacy Admissions を擁護する見解もあります。多くの大学では、その財務状態を強化するために卒業生
からの寄付は必要であり、その寄付金の一部は低所得者のための奨学金として使われることにより、幅広い層の学生を
入学させられると主張するのです。また、大学の担当者は、Legacy は大事な要素だが、実力がない子弟を自動的に受
け入れる制度ではないとも説明します。　
　いくつかの人権擁護団体がハーバード大学での Legacy Admissions の実態を調べるよう求めたのを受けて、米教育
庁が正式調査に乗り出しました。アメリカで長く定着している Legacy Admissions は今度どうなるのか・・・大学志
望者、その親たち、そして全ての大学関係者たちがこの論議の行方を見つめています。

   （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Legacy Admissions  卒業生の子弟への入学優遇
 米 語
Watch

 【258】

Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
の
最
新
情
報
と
そ
の
背
景

クイック USA

146
■
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
と
は
？

　

北
米
で
働
く
際
に
必
要
と
な

る
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
の
新
し
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
登
場
し
た
。
正

式
名
は

﹁E
m

ploym
ent E

ligibility 
V

erification

フ
ォ
ー
ム
﹂
で

あ
る
。
現
在
保
有
し
て
い
る
従

業
員
の
Ｉ-
９
を
更
新
す
る
必

要
は
な
い
が
、
今
後
雇
う
従

業
員
に
は
新
し
い
フ
ォ
ー
ム

の
使
用
が
推
奨
さ
れ
る
。
古

い
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
の
使
用
は

２
０
２
３
年
10
月
31
日
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
。

■Im
m

igration R
eform

 
and C

ontrol A
ct

︵
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
︶
の
背
景

　

１
９
８
０
年
代
初
頭
、
米
国

は
増
え
続
け
る
不
法
移
民
の
問

題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
移
民
は
、
低
賃
金
で
の
長

時
間
労
働
を
し
て
お
り
、
さ
ら

に
社
会
保
障
制
度
の
不
正
利
用

の
疑
い
も
持
た
れ
て
い
た
。
こ

れ
が
労
働
市
場
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
86
年

に
﹁Im

m
igration R

eform
 

and C
ontrol A

ct

﹂(

Ｉ

Ｒ

Ｃ
Ａ: 

移
民
改
革
・
雇
用
責
任

法)

が
施
行
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
は
雇
用
主
に
外
国
人
の
身
分

や
資
格
を
確
認
す
る
役
割
を
与

え
、
不
法
就
労
の
防
止
を
目
指

し
た
。
実
際
、
労
働
市
場
の

保
護
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
は
成
功
を
収
め
た
も
の

の
、
不
法
移
民
の
権
利
侵
害
と

い
う
批
判
も
受
け
て
い
る
。

■
遵
守
と
監
督

　

米
国
市
民
権
及
び
移
民
サ
ー

ビ
ス
局 

︵
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶
が
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
の
監
督
を
担
当
し
て
い

る
。
そ
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
が

Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
を
発
行
し
て

い
る
機
関
で
あ
り
、
こ
の
フ
ォ

ー
ム
を
用
い
て
雇
用
主
は
外
国

人
が
合
法
的
に
就
労
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
。
新

入
社
員
は
身
分
証
明
書
を
提
出

し
、
雇
用
主
は
そ
の
情
報
を
３

年
間
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
。

適
切
な
手
続
き
や
保
持
が
な
さ

れ
な
い
場
合
、
雇
用
主
は
罰
金

を
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

■
要
約

・
日
付: 

23
年
７
月
21
日
、
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
新
し
い
Ｉ-

９
フ

ォ
ー
ム
を
公
開
。

・
変
更
点: 

フ
ォ
ー
ム
は
簡
略

化
・
短
縮
。
リ
モ
ー
ト
文
書
検

査
手
続
き
も
導
入
。

・
期
日: 

旧
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム

は
23
年
10
月
31
日
ま
で
使
用

可
。
以
降
、
旧
フ
ォ
ー
ム
使
用

は
罰
金
対
象
。

 

■
企
業
へ
の
義
務

・
23
年
8
月
1
日
よ
り
新
し
い

Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
。

・
旧
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
は
23
年

10
月
31
日
ま
で
。

・E
-V

erify

を
使
用
す
る
企

業
は
リ
モ
ー
ト
確
認
時
に
ビ
デ

オ
面
接
を
実
施
、
文
書
コ
ピ
ー

を
保
存
。

・
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
は
一
定
期

間
保
存
。
Ｄ
Ｈ
Ｓ
や
米
国
法
務

省
な
ど
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

提
供
。

 

■
企
業
の
検
討
点

１　

新
旧
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
の

使
用
時
期
と
切
り
替
え
タ
イ
ミ

ン
グ
を
明
確
に
す
る
。

２　

E
-V

erify

を
使
用
し
て

い
る
場
合
、
リ
モ
ー
ト
確
認
の

新
し
い
手
続
き
を
理
解
し
適
切

に
実
施
す
る
。

３　

Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム
の
保
存

期
間
と
提
供
の
手
続
き
を
確

認
・
再
確
認
す
る
。

４　

罰
金
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

回
避
す
る
た
め
の
内
部
の
監
査

体
制
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

す
る
。

 　

新
し
い
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム

は
リ
ン
ク 

︵https://w
w

w
.

uscis.gov/i-9

︶
か
ら
入
手

可
能
で
あ
る
。

 

榊

原

将
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日
本
経
済
新
聞
社
は
22
日

︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
８
時
30

分
ま
で
日
本
ク
ラ
ブ
︵
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
︶
で
、
﹁
進
行

中
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
︵
結
核
︶

対
策
と
将
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

へ
の
備
え-

シ
ナ
ジ
ー
を
生
む

に
は
﹂
と
題
し
、
日
経
・
Ｆ
Ｔ

感
染
症
会
議
・
国
連
ハ
イ
レ
ベ

ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
２
０
２
３
を
開
催
す

る
。
共
催
は 

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ

ル
ス
技
術
振
興
基
金
、外
務
省
、

ス
ト
ッ
プ
・
Ｔ
Ｂ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
。

　

同
会
議
は
﹁
次
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
は
起
こ
る
の
か
？
﹂
で
は

な
く
、﹁
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
い
つ
起
こ
る
の
か
？
﹂
と
も

い
わ
れ
る
中
で
、
世
界
で
は
現

在
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

へ
の
予
防
・
備
え
・
対
応
が
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
必

要
な
診
断
・
治
療
・
ワ
ク
チ
ン

の
研
究
開
発
の
加
速
化
や
そ
の

公
平
で
迅
速
な
ア
ク
セ
ス
・
提

供
の
実
現
に
焦
点
を
当
て
、
世

界
で
ど
の
よ
う
な
連
携
や
シ
ナ

ジ
ー
を
作
っ
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　

現
在
世
界
に
潜
在
性
感
染
者

数
︵
約
17
億
人
︶
と
死
者
数
︵
約

１
６
０
万
人
︶
を
抱
え
る
結
核

は
、
現
在
も
な
お
続
く
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
言
え
る
が
、
そ
れ
に

対
す
る
対
策
は
、
新
薬
の
研
究

開
発
を
含
め
て
十
分
と
は
い
え

な
い
。
本
年
9
月
の
国
連
総
会

ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｒ
と
結
核
が
議
論
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
将
来
起
こ
る
可
能
性
の

高
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
現
在
進

行
中
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る

結
核
の
共
通
点
は
主
要
な
感
染

経
路
が
呼
吸
器
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。

　

登
壇
者
は
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に

國
井
修
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技

術
振
興
基
金
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
討
議
者

に
尾
身
茂
結
核
予
防
会
理
事

長
、
加
藤
誠
也
結
核
研
究
所
所

長
、 

ル
シ
ア
・
デ
ィ
チ
ウ
・
ス

ト
ッ
プ
・
Ｔ
Ｂ
シ
ッ
プ
・
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

 

日
下
英
司
厚
生
労
働
省
大
臣

官
房
国
際
保
健
福
祉
交
渉
官
ほ

か
。 

︻
申
込
ペ
ー
ジ
︼

h
ttps://ev

en
ts.n

ik
k

ei.
co.jp/61488/

日経FT感染症会議
日
本
ク
ラ
ブ
で
22
日

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応

国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

尾身氏

國井氏

ディチウ氏

　

広
島
出
身
の
書
道
家
ヒ
ロ
が

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

て
今
月
16
日
︵
土
︶
に
チ
ェ
ル

シ
ー
ち
く
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
で
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。
ヒ
ロ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
ロ
ゴ

や
サ
イ
ン
、
空
間
や
イ
ン
テ
リ

ア
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
。

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
で
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
、
写
真
家
な
ど
異
分

野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
な
が
ら

積
極
的
に
活
動
中
だ
。
世
界
平

和
を
祈
る
小
さ
な
願
い
が
、
世

界
の
未
来
を
大
き
く
変
え
る
。

実
演
は
正
午
、午
後
１
時
30
分
、

午
後
３
時
の
３
回
。
会
場
は
８

番
街
の
15
丁
目
か
ら
17
丁
目
の

間
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.
japanfes.com

/

ライブ書道家ヒロ
平和メッセージ

16 日のジェパンフェス

http://www.rostamilaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:info.cts.office@gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.uscis.gov/i-9
https://events.nikkei.co.jp/61488/
https://www.japanfes.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
画

家
、
佐
藤
正
明
が
、
９
月
６
日

か
ら
９
日
ま
で
韓
国
の
ソ
ウ
ル

の
コ
エ
ッ
ク
ス　

コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
芸
術
展

フ
リ
ー
ズ
・
ソ
ウ
ル
に
、
Ｎ
Ｙ

の
チ
ェ
ル
シ
ー
に
あ
る
Ａ
Ｃ
Ａ

画
廊
か
ら
代
表
作
の
﹁
ニ
ュ
ー

ス
ス
タ
ン
ド
﹂
の
中
か
ら
油
彩

作
品
を
出
品
し
た
。
同
画
廊
か

ら
一
緒
に
出
品
し
た
作
家
は
現

代
を
代
表
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・

リ
ア
リ
ズ
ム
の
巨
匠
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ワ
イ
エ
ス
、
ス
ー
パ
ー
・

リ
ア
リ
ズ
ム
の
先
駆
者
の
一

人
、
ジ
ョ
ン
・
ベ
ー
ダ
ー
。
同

展
は
世
界
に
数
あ
る
ア
ー
ト
フ

ェ
ア
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
展
覧
会
と
し
て
知
ら
れ
る
。

昨
年
の
フ
リ
ー
ズ
・
ソ
ウ
ル
の

入
場
者
は
７
万
人
を
超
え
た
。

今
回
の
フ
リ
ー
ズ
・
ソ
ウ
ル
に

は
世
界
中
か
ら
１
２
０
の
選
り

す
ぐ
り
の
画
廊
が
参
加
し
た
。

同
展
の
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ソ
ウ

ル
に
出
展
す
る
に
は
画
廊
の
規

模
や
品
格
で
審
査
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
格
式
の
あ
る
展

覧
会
。

　

佐
藤
が
所
属
す
る
Ａ
Ｃ
Ａ
画

廊
は
、
１
９
３
２
年
創
業
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
古
い
画
廊

の
一
つ
。
今
年
本
店
と
同
じ
Ｎ

Ｙ
で
一
番
の
画
廊
街
と
な
っ
て

い
る
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
に
２
軒

目
の
画
廊
を
出
店
さ
せ
て
い

る
。
佐
藤
本
人
は
、
ス
イ
ス
で

の
展
覧
会
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り

で
、
１
９
７
５
年
か
ら
住
ん
で

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
専
門
の

W
estbeth

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
︵
芸
術
家
の
み

３
８
５
世
帯
︶
の
ア
ト
リ
エ
が

こ
の
７
月
か
ら
倍
の
広
さ
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
ア
ト

リ
エ
の
整
理
と
大
改
装
中
な
の

で
作
品
だ
け
が
ソ
ウ
ル
に
行
っ

た
。

　

佐
藤
は
１
９
４
１
年
山
梨

県
甲
府
市
出
身
。
１
９
６
７

年
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ェ
ザ
リ
ー 

フ
ァ
イ
ン 

ア
ー
ト
に
留
学
。

１
９
７
０
年
に
来
米
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ソ
ー
ホ
ー
の 

Ｏ

Ｋ
ハ
リ
ス
画
廊
で
12
回
の
個

展
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
で

３
０
０
回
以
上
の
展
覧
会
に
出

品
。
今
年
は
ス
イ
ス
の
Ｊ
Ａ
Ｍ

画
廊
で
個
展
開
催
。

佐藤正明
フリーズ・ソウル展に

「ニューススタンド」油絵出品

　

今
年
４
月
７
日
、
東
京
赤
坂

の
日
枝
神
社
に
て
三
味
線
の
大

和
楽
３
代
目
家
元
、
大
和
櫻
笙

の
立
ち
会
い
の
も
と
大
和
杏
笙

︵
本
名
・
渡
部
ま
り
子
︶
に
よ
り
、

３
人
の
名
取
が
米
国
に
誕
生
し

た
。
そ
の
一
人
が
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
在
住
の
大
和
杏
藤
︵
や
ま
と

き
ょ
う
と
う
、
本
名
・
ト
ラ
ビ

ス
・
須
坂
︶
だ
。
大
和
楽
と
は

財
閥
大
倉
喜
七
郎
男
爵
の
発
想

の
も
と
、
洋
楽
と
邦
楽
を
融
合

し
、
女
性
の
美
し
い
声
を
生
か

し
た
新
し
い
三
味
線
音
楽
。

　

渡
部
は
幼
い
頃
か
ら
坂
東
流

の
日
舞
、
18
歳
か
ら
長
唄
を
始

め
、
１
９
７
３
年
の
来
米
以
来
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
シ
カ
ゴ
、
そ

の
後
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
は

１
９
８
９
年
か
ら
２
０
１
２
年

ま
で
在
住
。
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭

り
や
大
学
・
植
物
園
な
ど
に
て

舞
踊
、
三
味
線
、
唄
、
お
囃
子

を
披
露
す
る
な
ど
、
日
本
の
古

典
芸
能
の
普
及
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
移
転

後
も
コ
ロ
ナ
以
前
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
訪
れ
て
弟
子
の
教
育

に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
秋
か

ら
月
１
回
、
画
廊
に
て
大
和
杏

藤
の
活
動
支
援
を
目
的
に
、
師

匠
で
あ
る
大
和
杏
笙
が
西
海
岸

か
ら
来
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ク

ラ
ス
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

第
１
回
目
は
17
日
︵
日
︶
午

後
７
時
か
ら
、

18
日
︵
月
︶

午
後
３
時
か
ら
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ワ
ン
ト
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ー
エ

イ
ト
︵
リ
ビ
ン
グ
ト
ン
通
り

１
２
８
番
地
︶
に
て
開
催
さ
れ

る
。
内
容
は
三
味
線
、
唄
、
囃

子
、
踊
り
な
ど
参
加
者
の
要

望
に
よ
り
実
施
す
る
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー
ルfujijapanesem

usic@
gm

ail.com

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

fujijapanesem
usic.org

を

参
照
す
る
。

　

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
エ
リ
ー

ト
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
﹂
が
発
表
し

た
２
０
２
３
年
の
﹁
世

界
の
ベ
ス
ト
レ
ス
ト

ラ
ン
﹂
に
ロ
ン
ド
ン

と
パ
リ
か
ら
９
店
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
か

ら
は
最
多
の
11
店
が

選
出
さ
れ
た
。
同
誌

は
毎
年
、
世
界
最
高

級
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
を
す
る
、
舌
の

肥
え
た
﹁
富
裕
層
の

読
者
﹂
の
投
票
で
店

を
選
ん
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
か
ら
選
ば

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は

次

の

通

り
。

ブ

ル

ー 

ヒ
ル
・
ア
ッ
ト
・
ス
ト

ー
ン
バ
ー
ン
ズ
︵B

lue H
ill 

at Stone B
arns

︶、

コ

ス

メ
︵C

osm
e

︶、

ダ

ニ

エ

ル
︵D

aniel

︶、

ガ

ブ

リ

エ

ル
・
ク
ル
ー
ザ
ー
︵G

abriel 
K

reuther

︶、

グ

ラ

マ
シ
ー
・
タ
バ
ー
ン

︵G
ram

ercy
 T

ave
rn

︶、

ジ

ャ

ン
・

ジ

ョ

ル

ジ

ュ
︵Jean 

G
eorg

es

︶
、

ル
・

ベ

ル

ナ

ル

デ

ィ

ン

︵L
e B

ern
ardin

︶
、

ザ
・

モ

ダ

ン
︵T

he 
M

odern

︶、

マ

レ

ア

︵M
area

︶、

モ

モ

フ

ク
・
コ
︵M

om
ofuku 

K
o

︶、
パ
・
セ
︵Per 

Se

︶。

ラ

ン

キ

ン

グ

の

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
elitetraveler.com

/

を
参
照

す
る
。

富裕層が選ぶ

「世界のベストレストラン」

大
和
楽
三
味
線

Ｎ
Ｙ
に
名
取
誕
生

月
に
１
度
講
座
ス
タ
ー
ト

https://aantcinc.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.hondag.com
https://www.takesushinyc.com/
tel:9175773969
http://www.idocenter.com
tel:2122136069
http://www.fujijapanesemusic.org
http://www.fujijapanesemusic.org
http://www.fujijapanesemusic.org
https://elitetraveler.com/
https://elitetraveler.com/
https://elitetraveler.com/
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ッ
カ
ウ
ェ

イ
ビ
ー
チ
で
毎
年
恒
例
の
夏
の

終
わ
り
を
惜
し
む
﹁
ポ
セ
イ

ド
ン
・
パ
レ
ー
ド
﹂
が
、
16

日
︵
土
︶
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
パ
レ
ー
ド

は
１
０
５
丁
目
のC

aracas 
A

repa B
ar

の
前
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
フ
ロ
ー
ト
や
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
ほ
か
、
海
を
テ
ー
マ
に
仮
装

し
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

参
加
者
が
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を

行
進
す
る
。
パ
レ
ー
ド
後
に
は

ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ

れ
、
審
査
員
に
よ
り
選
ば
れ

た
仮
装
優
秀
者
に
豪
華
賞
品

が
進
呈
さ
れ
る
。
参
加
登
録
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttp://

poseidonsparade.com

　

第
11
回
花
と
芸
術
の
祭
典
、

カ
ジ
キ
ズ
・
シ
ョ
ー
Ｎ
Ｙ
カ
ー

ネ
ギ
ー
公
演
が
10
月
２
日︵
月
︶

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時

ま
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
・

ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

︵
57
丁
目
７
番
街
︶
で
開
催
さ

れ
る
。
佐
賀
神
楽
団
と
劇
団
は

が
く
れ
の
織
り
な
す
殺
陣
シ
ョ

ー
が
﹁
ザ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
こ

こ
に
参
上
﹂
と
ば
か
り
舞
台
で

妙
技
を
披
露
す
る
。
予
定
演
目

は
﹁
対
決
の
杯
細
胞
﹂。
激
動

の
人
生
を
歩
ん
だ
侍
た
ち
が
、

今
一
度
己
の
誇
り
と
刀
を
持
っ

て
襲
い
か
か
る
鬼
に
立
ち
向
か

う
。

　

舞
台
出
演
は
、
歌
手
の
岡
野

啓
子
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
田
中
友

樹
子
、
着
物
ド
レ
ス
ブ
ー
ケ
シ

ョ
ー
の
齋
藤
祐
佳
理
、
シ
ン

カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
無
料
公
演

ガ
ー
の
崎
山
康
成
、
公
演
の

と
り
は
歌
手
の
岩
田
み
ゆ
き
。

岩
田
は
佐
賀
県
唐
津
市
出
身
。

２
０
２
０
年
3
月
にLair

で

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
カ
フ
ェ

ル
ー
ナ
レ
ー
ベ
ル
所
属
で
作
詞

作
曲
は
落
合
み
つ
を
。﹁
心
に

染
み
る
歌
詞
、
ま
た
切
な
さ
や

ハ
ッ
と
心
を
う
た
れ
る
曲
調
、

そ
れ
に
私
の
気
持
ち
を
伝
え
る

歌
を
乗
せ
て
、
聴
い
て
る
方
々

花と歌の祭典

　

国
際
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

デ
ー
で
あ
る
９
月
16
日
︵
土
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
リ
ト
ル

ベ
イ
・
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
る

海
岸
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
沿
岸
域
協
会
北
東
部
支
部

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
38
年
目
を
迎
え
る
清
掃
イ

ベ
ン
ト
。
当
日
の
集
合
場
所

は
、
リ
ト
ル
ベ
イ
パ
ー
ク
に

あ
る
海
岸
︵C

ryders Lane

とU
topia Parkw

ay

。

ド

ッ
グ
ラ
ン
と
ス
ロ
ッ
グ
ズ
ネ
ッ

ク
橋
の
近
く
︶。
こ
の
日
は
フ

ァ
イ
ヤ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
や
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
Ｎ
Ｙ

州
だ
け
で
な
く
全
米
の
各
ビ
ー

チ
で
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ

る
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
nycgovparks.org/events

国際海岸クリーンアップデー
クイーンズ区リトルベイ公園

清掃ボランティア募集

夏
の
終
わ
り

ポセイドン・パレード

岡野啓子

岩田みゆき

梶木会長

に
色
ん
な
感
じ
方
や
気
持
ち
を

伝
え
た
い
﹂
と
話
す
。

　

着
物
ド
レ
ス
・
ブ
ー
ケ
シ
ョ

ー
は
、
日
本
の
伝
統
衣
装
で
あ

る
着
物
を
切
ら
ず
に
ド
レ
ス
と

し
て
着
付
け
る
技
術
で
近
年
日

本
で
も
ブ
ー
ム
の
兆
し
が
見
え

て
い
る
和
洋
の
国
境
を
超
え
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
海
外
で
も

日
本
文
化
の
新
し
い
提
案
と
し

て
今
後
広
が
り
が
期
待
で
き
そ

10 月 2 日

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
。

　

入
場
無
料
だ
が
、
招
待
チ
ケ

ッ
ト
制
で
予
約
が
必
要
。
名
前

と
人
数
を
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
登
録
し
て
、
公
演
当
日
午

後
７
時
前
か
ら
会
場
で
チ
ケ
ッ

ト
を
受
け
取
る
。
予
約
は
電
話

６
４
６
・
４
６
０
・
６
７
１
４

︵
西
ケ
谷
さ
ん
︶、
Ｅ
メ
ー
ル　

kj.inter.artist@
gm

ail.com

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
２
３
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主
催
︶

は
、
8
月
末
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
︵w

w
w

.artofhaiku.
org

︶
に
不
具
合
が
生
じ
て
お

り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
の
応
募
を
受
け
つ
け
て

お
り
ま
す
。﹁
件
名

：

俳
句
応

募
﹂
と
し
て
、
俳
句
に
氏
名
、

年
齢
、
ご
住
所
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

haikugrandprix
@

gm
ail.

com

E メールで
ご応募を！
北米伊藤園新俳句グランプリ

齋
藤
祐
佳
理

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://www.bozubrooklyn.com/
http://poseidonsparade.com
http://poseidonsparade.com
http://poseidonsparade.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
mailto:haikugrandprix@gmail.com
https://www.nycgovparks.org/events
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 BOOKS
　

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
で
当
時

富
士
銀
行
勤
務
だ
っ
た
息
子
の

陽
一
さ
ん
を
失
っ
た
東
京
都
在

住
の
住
山
一
貞
さ
ん
︵
86)

が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
超
え
４
年
ぶ

り
に
マ
リ
夫
人
︵
84
︶
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
。
米
国
が

ま
と
め
た
報
告
書
を
日
本
語
に

翻
訳
し
、
さ
ら
に
解
説
を
つ
け

た
本
を
住
山
さ
ん
が
発
行
し
た

の
は
２
０
２
２
年
４
月
だ
っ

た
。
事
件
以
来
２
０
１
９
年
ま

で
毎
年
来
て
い
た
追
悼
式
典
。

﹁
こ
れ
が
最
後
か
も
し
れ
な
い

で
す
﹂
と
編
集
部
で
語
る
住
山

さ
ん
は
、
刊
行
当
時
に
こ
う
手

紙
に
記
し
て
い
た
。

　

﹁
私
は
１
９
３
７
︵
昭
和
12
︶

年
生
ま
れ
で
、
定
年
ま
で
金
属

メ
ー
カ
ー
に
勤
め
ま
し
た
が
、

英
語
と
は
縁
の
な
い
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
私
が
、
膨

大
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
﹁
９
１
１

調
査
委
員
会
報
告
書
﹂
を
翻
訳

し
た
い
と
思
っ
た
わ
け
を
記
し

ま
す
。
テ
ロ
事
件
か
ら
４
年

後
、
米
議
会
が
超
党
派
で
テ
ロ

事
件
の
真
相
に
迫
っ
た
報
告
書

﹁
９
１
１
調
査
委
員
会
報
告
書
﹂

と
遭
遇
し
ま
し
た
。﹁
遭
遇
﹂

と
は
少
し
大
袈
裟
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦
は
ほ
と
ん
ど
毎

年
、
９
月
11
日
の
追
悼
式
典
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
ね
て
い
ま

す
が
、
息
子
の
遺
体
は
ほ
ん
の

小
さ
な
断
片
が
発
見
さ
れ
た
だ

け
で
す
。検
視
官
の
言
葉
で
は
、

残
り
はE

vaporate 

︵
蒸
発
︶

し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
息
子
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
街
の
空
気
の
中
に
漂
っ
て

い
る
、
行
っ
て
や
ら
ね
ば
、
と

の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
何
度
か
９
月
11

日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
ね
、

２
０
０
４
年
の
追
悼
式
典
の
帰

路
、Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
の
売
店
に﹁
報

告
書
﹂
が
テ
ー
ブ
ル
一
杯
に
平

置
き
さ
れ
て
売
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
全
文
が
英
語
の
レ
ポ
ー

ト
な
の
で
読
み
通
す
の
は
難
し

く
と
も
、
拾
い
読
み
く
ら
い
は

出
来
る
だ
ろ
う
と
、
そ
こ
か
ら

一
冊
を
求
め
ま
し
た
。
息
子
の

遺
体
が
発
見
さ
れ
な
い
な
か
、

テ
ロ
の
真
相
を
知
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
５
６
７
ペ
ー
ジ
に
お

よ
ぶ
英
文
の
﹁
報
告
書
﹂
を
読

み
始
め
ま
し
た
﹂
と
。

　

米
国
の
報
告
書
な
の
で
、
日

本
人
の
こ
と
な
ど
個
別
の
外
国

人
の
犠
牲
者
に
関
す
る
調
査
な

ど
は
な
い
た
め
、
住
山
さ
ん
が

解
説
で
補
足
し
て
あ
る
。﹁
こ

の
本
を
書
い
た
動
機
は
、
事
件

当
時
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
陰

謀
論
が
沸
き
お
こ
っ
た
こ
と

に
対
す
る
強
い
反
論
な
ん
で

す
。
ま
た
事
実
と
異
な
る
フ
ェ

イ
ク
の
流
布
の
再
発
を
阻
止
す

る
力
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
犠
牲

者
の
方
へ
の
何
よ
り
の
供
養
と

な
る
﹂
と
述
べ
た
。﹁
こ
の
本

は
、
日
本
で
買
え
ば
４
０
０
０

円
近
く
す
る
高
い
本
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
買
っ

た
ら
き
っ
と
も
っ
と
高
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
こ
の
本
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
に
寄
贈
し
た
い
の
で

す
。お
渡
し
い
た
だ
け
ま
す
か
﹂

と
頼
ま
れ
た
。
自
筆
で
、
印
刷

の
訂
正
漏
れ
を
ペ
ン
で
記
入
し

て
、
訂
正
箇
所
・
住
山
一
貞
と

サ
イ
ン
し
た
。
こ
の
本
は
、
本

紙
今
週
号
の
書
評
欄
で
掲
載
さ

れ
た
あ
と
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
事

務
局
に
届
け
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
誰
で
も
自
由

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
日
本

語
で
残
さ
れ
た
米
国
の
同
時
多

発
テ
ロ
調
査
委
員
会
報
告
書
が

Ｊ
Ａ
Ａ
に
残
る
。　
　

︵
三
浦
︶

 父親が書いた解説書
住山一貞・著

ころから・刊

■サクラサク、サクラチル（辻堂ゆめ、双葉社）「絶対に
東大合格しなきゃ許さない」という両親の期待に応えるた
め、高校 3 年生の高志は勉強漬けの日々を送っていた。あ
る日、クラスメートの星が高志の環境は「虐待」だと指摘、
そんな星も親からのネグレクトを打ち明ける。2 人はやが
て自分達を追い詰めた親への復讐計画を始動させる。切な
い青春ミステリー。■私たちの世代は（瀬尾まいこ、文藝
春秋）小学 3 年生になる頃、未知の感染症が流行し、2 人
の少女・冴と心晴は不自由を余儀なくされる。母子家庭の
冴は中学生になってイジメに遭い、心晴は休校明けに登校
するきっかけを失って引きこもりになってしまう。それで
も、周囲の人々の助けもあって就職の季節を迎える。■買
い負ける日本（坂口孝則、幻冬舎新書）かつては水産物の
争奪戦で中国に敗れ問題になった「買い負け」。しかしい
まや、半導体、LNG（液化天然ガス）、牛肉、人材といっ
たあらゆる分野で日本の買い負けが顕著になっている。ス
ペシャリストが目撃した絶望的なモノ不足と現場の悲鳴。
生々しい事例とともに、機能不全に陥った日本企業の惨状
を暴く。■人類三千年の幸福論（ヤマザキマリ、集英社）
漫画家・文筆家・画家のヤマザキマリが、大英博物館の「マ
ンガ展」担当キュレーターで美術史家のニコル・クーリッ
ジ・ルマニエールを相棒に、歴史をひもときながら現代社
会を明るく生きるヒントを探る、対談・エッセイ集。■馬鹿と嘘の弓（森博嗣、
講談社文庫）探偵事務所への匿名の依頼は、あるホームレス青年の調査だっ
た。彼は穏やかで理知的な人物だが、社会に絶望していた。調査の目的に疑
問を感じながら、探偵が尾行を続けるうちに、青年の知人の老ホームレスが
急死し、遺品から彼の写真が見つかる。それは依頼人から送られたのと同じ
ものだった。森博嗣の新シリーズ1作目。■六人の嘘つきな大学生（浅倉秋成、
角川文庫）IT 企業の最終選考に残った波多野は、他の 5 人の学生とともに 1
か月で最高のチームを作り上げるという課題に挑むが、突如「6 人の中から
内定者を 1 人選ぶ」ことになる。内定をかけた議論が進む中、発見された 6
通の封筒には「●●は人殺し」という告発文が入っていた。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

高
校
最
後
の
切
な
い
青
春
ミ
ス
テ
リ
ー
。
ふ
た
り
の
少
女
た
ち
の
道
標
と
な
る
物
語
。

売
っ
て
も
ら
え
な
い
国
、
日
本
の
現
状
。
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
の
対
談
・
エ
ッ
セ
イ
集
。
森
博

嗣
の
新
シ
リ
ー
ズ
１
作
目
。
就
職
を
か
け
た
６
人
の
心
理
戦
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
と
こ
ろ
に
、
夜
に
な
っ

て
も
眠
る
の
を
嫌
が
る
お
姫
様

が
い
ま
し
た
。
王
様
と
女
王
様

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
も
、
な

か
な
か
寝
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

や
っ
と
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
お
姫

様
は
﹁
世
界
中
の
み
ん
な
も
眠

る
の
？
﹂
と
尋
ね
ま
す
。
両
親

は
、
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
だ
け

で
な
く
、
ど
ん
な
動
物
も
眠
る

こ
と
を
そ
の
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
に
優
し
く
教
え
て
あ
げ

ま
す
。
猫
は
暖
炉
の
前
で
丸
ま

っ
て
、
ク
ジ
ラ
は
ゆ
っ
く
り
と

泳
ぎ
な
が
ら
、
カ
タ
ツ
ム
リ
は

シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
の
よ
う
に
丸

ま
っ
て
、
ク
マ
は
ひ
と
冬
を
巣

穴
で
寝
て
過
ご
し
ま
す
。
そ
し

て
ト
ラ
も
狩
り
を
し
な
い
と
き

は
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
の
で
す
。

 
両
親
が
動
物
た
ち
の
眠
り
を

例
に
と
り
な
が
ら
優
し
く
諭

し
、
少
女
が
眠
り
に
つ
く
話
。

不
思
議
な
夢
の
中
の
世
界
を
描

い
て
い
る
よ
う
な
フ
ァ
ン
タ
ジ

ッ
ク
な
イ
ラ
ス
ト
で
、
絵
を
眺

め
て
い
る
だ
け
で
ゆ
っ
く
り
と

眠
り
に
つ
け
る
よ
う
な
、
寝
か

し
つ
け
に
ぴ
っ
た
り
な
絵
本
。

日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
お
ひ
め

さ
ま
は
ね
む
り
た
く
な
い
け
れ

ど
﹄
︵
そ
う
え
ん
社
︶
。（
高
田
）

不
思
議
な
ベ
ッ
ド
タ
イ
ム
ス
ト
ー
リ
ー

 『Sleep Like a Tiger』
Written by Mary Logue

Published by Clarion Books

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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ア
ー
ト
を
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
週
間
で
披
露

　

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
、
ア
メ
ノ

コ
ヤ
ネ
︵
天
児
屋
根
︶
、
フ
ト

ダ
マ
︵
布
刀
玉
命
︶
、
タ
マ
ノ

オ
ヤ
︵
玉
祖
命
︶
、
イ
シ
コ
リ

ド
メ
︵
伊
斯
許
理
度
売
命
︶
ら

と
と
も
に
五
伴
緒
神
︵
い
つ
と

も
の
お
お
か
み
︶
の
一
柱
と
し

て
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
︵
瓊
瓊

杵
尊
︶
が
高
天
原
か
ら
葦
原
中

国
へ
天
降
る
さ
い
に
随
伴
し

た
。
そ
の
道
中
は
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
天
之
八
衢
︵
あ
ま
の
や

ち
ま
た
︶
が
あ
り
、
た
と
え
神

で
あ
っ
て
も
そ
こ
を
無
事
に
通

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
道
の

り
に
、
背
の
高
さ
は
7
尺
︵
2

ｍ
強
︶
ほ
ど
だ
が
七
咫
︵
な
な

あ
た
︶
︵
手
の
平
長
さ
×
7
︶

も
あ
る
高
い
鼻
に
光
り
輝
く
よ

う
な
真
っ
赤
な
目
を
し
た
者
が

現
れ
て
一
行
を
阻
ん
だ
。
動
揺

す
る
天
津
神
ら
の
な
か
で
、
こ

の
異
様
に
映
っ
た
存
在
に
臆
す

る
こ
と
な
く
近
づ
い
て
名
を
尋

ね
た
の
は
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
信

頼
さ
れ
る
ウ
ズ
メ
だ
っ
た
。
こ

の
者
は
葦
原
中
国
か
ら
の
使
者

で
あ
る
国
津
神
・
サ
ル
タ
ヒ
コ

︵
猿
田
毘
古
神
︶
で
、
や
が
て

ウ
ズ
メ
の
媚
態
に
籠
絡
さ
れ
精

気
を
ぬ
か
れ
て
参
っ
て
し
ま
い
、

行
く
手
を
憚
る
ど
こ
ろ
か

道
案
内
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
一
行
は
迷
う
こ
と

な
く
無
事
葦
原
中
国
へ
到

着
︵
天
孫
降
臨
︶
す
る
。

　

の
ち
に
ウ
ズ
メ
は
、
ア

マ
テ
ラ
ス
か
ら
サ
ル
タ
ヒ

コ
の
名
を
明
か
し
た
こ
と

か
ら
そ
の
名
を
負
っ
て
仕

え
る
こ
と
と
な
り
猿
女
︵
サ
ル

メ
︶
と
い
う
名
前
を
与
え
ら
れ

サ
ル
タ
ヒ
コ
の
妻
に
。
さ
ら
に

サ
ル
メ
ノ
キ
ミ
︵
猿
女
君
︶
の

祖
神
と
な
る
。
や
が
て
、
サ
ル

タ
ヒ
コ
は
ウ
ズ
メ
に
付
き
添
っ

て
ウ
ズ
メ
の
原
郷
で
あ
る
伊
勢

の
狭
長
田
︵
さ
な
だ
︶
の
五
十

鈴
川
︵
い
す
ず
が
わ
︶
に
行
く
。

こ
の
と
き
に
、
猿
の
男
︵
サ
ル

タ
ヒ
コ
︶
と
猿
の
女
︵
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ
︶
は
、
男
女
一
対
の
神

と
し
て
結
婚
し
た
と
い
う
解
釈

も
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
る
日
ウ
ズ
メ
は
、
サ
ル
タ

ヒ
コ
が
日
向
国
︵
ひ
ゅ
う
が
の

く
に
︶
に
行
っ
た
の
を
見
送
っ

た
後
、
大
小
の
魚
を
集
め
て
天

孫
︵
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
︶
に
仕

え
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。
み
な

﹁
仕
え
る
﹂
と
答
え
た
中
で
ナ

マ
コ
だ
け
が
何
も
答
え
な
か
っ

た
の
で
、
ウ
ズ
メ
は
そ
の
口
を

小
刀
で
裂
い
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
が
原
因
で
ナ
マ
コ
の
口
は
裂

け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
ウ
ズ
メ
が
た
だ
美

し
く
妖
艶
で
あ
る
だ
け
で
な
く

激
し
い
気
性
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
凄
ぶ
る
神
だ
っ
た
こ
と
を

現
す
。
ち
な
み
に
、
ウ
ズ
メ
の

功
績
に
よ
り
代
々
の
天
皇
は
志

摩
国
か
ら
新
鮮
な
海
産
物
が
献

上
さ
れ
る
際
に
は
、猿
女
君︵
祖

神
ウ
ズ
メ
︶に
与
え
る
そ
う
だ
。

さ
て
、︵
株
︶
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー

か
ら
光
に
満
ち
た
ウ
ズ
メ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
黎
明
︵R

E
IM

E
I

︶
が

出
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　
ペンダント黎明（REIMEI）

68

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々
﹃
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ(

天
宇
受
売
命)

﹄
３
﹂
41

 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
ア
ー

ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
産
学
共
同

研
究
部
門
の
代
表
を
務
め
る
土

佐
尚
子
特
定
教
授
が
11
日
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
、
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
と
の
共
同
研
究
の
成
果

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
捺
染
で
作
っ

た
服
を
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

ィ
ー
ク
で
披
露
し
た 

。
斬
新

な
色
彩
が
飛
び
散
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
24
人
の

モ
デ
ル
た
ち
が
颯
爽
と
ラ
ン
ウ

エ
ー
を
歩
い
た
。

　

今
回
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
産
声
な

ど
の
声
の
振
動
を
絵
の
具
な
ど

の
流
体
に
与
え
、
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
カ
メ
ラ
で
２
０
０
０
分
の
１

秒
で
撮
影
し
、
そ
の
造
形
が
い

け
ば
な
の
型
の
ア
シ
ン
メ
ト
リ

ー
な
三
角
形
に
似
て
い
た
の
で

﹁
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
生
け
花
﹂
と

命
名
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
然
の

中
に
潜
む
美
を
技
術
を
用
い
て

取
り
出
し
て
ア
ー
ト
作
品
に
す

る
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
き

た
。
そ
の
代
表
作
が
、
ビ
デ
オ

ア
ー
ト
﹁
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
生
け

花
﹂
だ
っ
た
。
自
然
に
隠
さ
れ

た
美
を
取
り
出
し
て
表
現
し
て

い
る
た
め
、﹁
日
本
美
を
感
じ

る
﹂
と
多
く
の
世
界
の
人
か
ら

評
価
さ
れ
た
。
実
在
の
生
花
と

は
直
接
関
係
の
な
い
、
い
わ
ば

実
験
的
な
産
学
連
携
の
試
み
だ

っ
た
が
、
最
初
に
そ
の
理
念
に

理
解
を
示
し
、
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
れ
た
の
が
、
い
け
ば
な
の

家
元
で
あ
る
池
坊
専
好
次
期
家

元
だ
っ
た
。
自
然
を
表
現
す
る

こ
と
と
、
そ
れ
を
身
に
纏
う
こ

と
の
本
質
的
な
共
通
点
を
見
出

し
て
の
こ
と
だ
。

　

１
９
８
５
年
に
作
成
し
た
映

像
作
品
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
︵
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
︶
に
所
蔵

さ
れ
、
文
化
庁
文
化
交
流
使
の

際
に
は
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

の
ビ
ル
ボ
ー
ド
60
台
に
１
か
月

毎
夜
3
分
間
映
像
を
流
す
文
化

交
流
も
行
っ
た
。
そ
ん
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
も
あ
る
土
佐
さ
ん

は
シ
ョ
ー
の
後
、﹁
サ
ウ
ン
ド

オ
ブ
生
け
花
は
、
抽
象
的
・
有

機
的
な
形
状
の
た
め
、
性
別
・

年
代
を
問
わ
ず
着
る
こ
と
の
で

き
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
、
エ
イ

ジ
レ
ス
な
性
質
を
持
っ
て
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
好
ま

し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
え
ま

す
。
私
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

の
人
間
で
は
な
い
で
す
が
、
今

回
こ
う
し
て
招
か
れ
、
作
品
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
大
学
の
産
学
連

携
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
出
し

た
も
の
で
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
こ
と
を
我
々
、
素
人
集
団

に
委
ね
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
肉

眼
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

自
然
界
に
あ
る
も
の
、
声
の
振

動
、
命
を
着
る
、
元
気
を
着
る
、

勝
負
服
の
新
し
い
も
の
を
積
極

的
に
見
て
く
れ
る
そ
ん
な
作
品

を
私
の
第
二
の
故
郷
で
も
あ
る

Ｎ
Ｙ
で
披
露
で
き
て
と
て
も
嬉

し
い
で
す
﹂
と
語
っ
た
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://www.cosmeproud.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.licensepower.net/
https://mijikan.blogspot.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

ジ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
７
・

８
年
生
22
人
は
、
修
学
旅
行
と

し
て
８
月
29
日
か
ら
９
月
１
日

ま
で
３
泊
４
日
の
日
程
で
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
を
訪
れ
た
。

　

１
日
目
は
ウ
ド
バ
ー
ハ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
︵
国
立
航
空
宇
宙
博

物
館
別
館
︶
を
訪
れ
、
世
界
各

国
の
航
空
機
を
見
学
。
宇
宙
を

39
回
も
行
き
来
し
た
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
﹁
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

号
﹂
や
広
島
に
原
爆
を
投
下
し

た
﹁
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
﹂、
太

平
洋
戦
争
期
の
戦
闘
機
や
特
攻

機
な
ど
多
く
の
展
示
品
を
見
学

し
た
。
２
日
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
最

も
象
徴
的
で
歴
史
的
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、

内
部
の
見
学
は
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
も
何
に
も
変
え
難
い
経
験

と
な
っ
た
。
午
後
は
国
立
公
文

書
館
で
本
物
の
独
立
宣
言
書
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後

７
年
生
は
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博

物
館
、
８
年
生
は
グ
ル
ー
プ
別

学
習
で
事
前
に
見
学
ル
ー
ト
を

計
画
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

博
物
館
を
自
主
行
動
で
見
学
し

た
。
３
日
目
は
午
前
中
に
ア
ー

リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
に
て
衛
兵

交
代
式
を
見
学
し
、
代
表
生
徒

３
人
が
献
花
式
を
行
っ
た
。
午

後
は
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
の

本
館
を
訪
れ
、
そ
の
後
７
年
生

は
国
会
議
事
堂
、
８
年
生
は
再

び
グ
ル
ー
プ
別
学
習
で
自
主
行

動
を
行
っ
た
。
こ
の
日
の
夜
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
モ
ー
ル
内
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
を
行

い
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
碑
や

リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
を
見
学
し

た
。
４
日
目
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
で
ア
メ
リ
カ
で
も
２
か
所

し
か
存
在
し
な
い
造
幣
局
を
訪

問
し
、
貨
幣
の
製
造
過
程
や
25

セ
ン
ト
の
州
独
自
の
デ
ザ
イ
ン

を
見
学
。
そ
の
後
１
８
９
３
年

か
ら
続
く
有
名
な
レ
デ
ィ
ン

グ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
て
昼
食
を
と
り
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
グ
ル
メ
も
楽
し

ん
だ
。

　

修
学
旅
行
実
行
委
員
を
中
心

に
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
主
自

律
の
行
動
を
心
掛
け
、
充
実
し

た
４
日
間
を
過
ご
し
た
。
10
月

14
日
︵
土
︶
に
行
わ
れ
る
ス
ク

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
７
・
８
年
生
で
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
題
材
に
し

た
劇
を
発
表
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
７
０
人
、
藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
９

月
９
日
、
幼
児
部
園
児
が
敬
老

の
日
に
ち
な
ん
で
、
カ
ー
ド
を

作
成
し
投
函
し
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
、
先
生
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
心
を

込
め
て
作
成
し
た
コ
ス
モ
ス
の

ち
ぎ
り
絵
カ
ー
ド
が
、
大
空
を

越
え
日
本
へ
向
か
う
。

　

当
日
、
登
園
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
準
備
し
た
カ
ー
ド
を
手

に
﹁
こ
れ
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

あ
げ
る
﹂﹁
日
本
の
お
じ
い
さ

ん
に
送
る
﹂
と
楽
し
く
語
り
合

っ
た
。
大
き
く
広
が
る
青
空
の

下
、
少
し
紅
葉
の
始
ま
っ
た
街

路
樹
を
見
た
り
、
お
店
の
看
板

を
読
み
上
げ
た
り
し
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
郵
便
局
へ
向

か
っ
た
。
郵
便
局
で
は
日
本
へ

手
紙
が
届
く
ま
で
に
１
週
間
か

か
る
と
聞
い
て
目
を
丸
く
す
る

園
児
も
い
た
。
木
村
紀
子
幼
児

部
部
長
は
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
す
ぐ
に
繋
が
れ
る
便
利
な
世

の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
子
ど

も
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
、
温

か
み
と
気
持
ち
を
の
せ
た
作
品

を
送
り
ま
し
た
。
届
く
ま
で
の

間
、
い
ろ
ん
な
思
い
を
巡
ら
せ

る
こ
と
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
﹂と
話
し
た
。

祖
父
母
に
お
手
紙

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

敬老の日

NY 日本人学校

７・８年生修学旅行
現地理解深める

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
７
日
、

全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス
の
入

学
・
始
業
式
を
行
っ
た
。
新
入

園
児
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校

生
活
に
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な

が
ら
入
学
式
の
会
場
に
集
ま
っ

た
。
在
園
生
は
長
い
夏
休
み
明

け
、
大
好
き
な
友
達
に
再
会
す

る
と
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
い

た
。
保
護
者
が
見
守
る
中
、
名

前
が
呼
ば
れ
る
と
﹁
は
い
﹂
と

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
手
を
挙

げ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
在
校
生

の
プ
リ
Ｋ
の
友
達
か
ら
﹁
入
園

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

ん
な
で
仲
良
く
あ
そ
ぼ
う
ね
﹂

と
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る

と
、
新
入
園
児
の
子
ど
も
達
は

安
心
し
た
様
子
で
に
っ
こ
り
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。そ
の
後
、

今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
﹁
ド

レ
ミ
の
う
た
﹂
を
み
ん
な
で
元

気
よ
く
歌
い
式
を
終
了
し
た
。

笑
顔
と
活
気
に
満
ち
た
順
調
な

新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
は
昨
年
度
か
ら
日
本
人
学

校
に
在
籍
し
な
が
ら
フ
レ
ン

チ
・
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
並
行
し
て

受
け
ら
れ
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
保
護

者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
幼

児
期
に
必
要
な
日
本
語
の
基
礎

を
確
立
し
な
が
ら
、
早
い
時
期

に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
触
れ

て
耳
を
鍛
え
、
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に

つ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
プ
リ
Ｋ
ま
で
の

生
徒
は
６
時
ま
で
の
お
預
か

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
の
た

め
、
働
く
保
護
者
に
と
っ
て
強

い
味
方
と
な
っ
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

J
a

p
a

n
e

s
e

S
c

h
o

o
l@

lycem
kennedy.org

ま
で
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

入
学
・
始
業
式
開
催

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

の
展
示
を
見
学
す
る

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の

生
徒
た
ち

https://www.interschool-jp.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:motaicoaching@gmail.com
JapaneseSchool@lycemkennedy.org


(13  )　　 ［教　育］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）9 月16 日（土）

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
４

年
生
は
８
月
29
日
、
社
会
科
見

学
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
警
察

署
と
消
防
署
を
訪
問
し
た
。
警

察
署
で
は
、
警
察
官
の
案
内
で

署
内
の
施
設
を
見
学
し
た
。
実

際
に
留
置
所
の
中
に
入
っ
た

り
、
犯
人
を
警
察
署
に
連
行
し

た
と
き
に
通
る
通
路
を
巡
っ
た

り
し
た
。

　

ま
た
、
署
内
に
い
く
つ
も
設

置
さ
れ
た
赤
い
ス
イ
ッ
チ
は
犯

人
が
暴
れ
た
際
に
押
す
非
常
ブ

ザ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
施

設
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
興

味
津
々
な
様
子
で
あ
っ
た
。
一

人
一
人
が
事
前
に
準
備
し
て
き

た
質
問
を
英
語
で
行
い
、
地
域

の
安
全
の
た
め
に
24
時
間
尽
力

す
る
警
察
署
の
仕
事
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
。

　

消
防
署
で
は
、
消
防
車
に
搭

載
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
道
具
の

使
い
方
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

消
防
車
へ
の
乗
車
や
放
水
の
体

験
を
行
っ
た
。
防
火
服
を
着
せ

警
察
署
と

消
防
署
見
学

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
小
学
部
１
・
２
年
生
36

人
が
、
８
月
31
日
と
９
月
１
日

に
１
泊
２
日
の
移
動
教
室
に
出

か
け
た
。
目
的
地
は
バ
ス
で
約

２
時
間
半
北
に
あ
る
Ｎ
Ｙ
州
の

H
ull-O

 Farm

。
広
大
な
敷

地
に
牛
、
馬
、
羊
、
山
羊
な
ど

の
動
物
を
飼
育
し
て
い
る
農
場

で
あ
る
。

　

到
着
後
は
ま
ず
芝
生
の
上
で

お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
。
そ
の
後
、

農
場
の
仕
事
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
皮
む
き
か
ら
始
ま
っ
た
。
１

年
生
は
皮
を
何
枚
も
重
ね
て
一

度
に
め
く
ろ
う
と
す
る
た
め
な

か
な
か
で
き
ず
、
農
場
の
人
か

ら
﹁
１
枚
ず
つ
め
く
る
と
簡
単

だ
よ
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
黄

色
い
粒
に
感
動
の
声
を
上
げ
な

が
ら
１
本
む
き
終
え
た
。
農
場

の
人
の
﹁
め
く
っ
た
皮
は
鹿
の

ご
は
ん
に
な
る
、
こ
れ
か
ら
あ

げ
に
行
く
ぞ
！
﹂
と
い
う
声
に

１
年
生
は
﹁
え
ー
！
鹿
が
食
べ

る
の
？
﹂
と
驚
き
の
声
を
上
げ

て
い
た
。
そ
の
後
１
・
２
年
生

は
、
牛
、
山
羊
、
羊
に
芝
生
や

牧
草
、
ミ
ル
ク
な
ど
の
え
さ
や

り
を
体
験
。
動
物
と
の
触
れ
合

い
に
初
め
は
怖
が
っ
て
い
た
子

も
す
ぐ
に
慣
れ
、
仕
事
を
せ
っ

せ
と
進
め
て
い
た
。
農
場
の
仕

事
体
験
が
終
わ
る
と
、
干
し
草

が
積
ま
れ
た
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
る
ヘ
イ
ラ
イ
ド
に
乗
り
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
で
き
た
迷

路
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
後
は
、

に
わ
と
り
小
屋
に
恐
る
恐
る
入

り
、卵
拾
い
の
体
験
も
行
っ
た
。

　

夕
食
は
コ
テ
ー
ジ
の
庭
で
Ｂ

Ｂ
Ｑ
。
自
分
で
皮
を
む
い
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
大
人
気
だ
っ

た
。
夕
食
が
終
わ
る
と
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
広
い
丘
に
沈

む
夕
日
を
見
な
が
ら
歌
を
歌

い
、
友
達
と
笑
い
合
い
、
そ
し

て
自
分
で
焼
い
た
マ
シ
ュ
マ
ロ

を
挟
ん
で
食
べ
る
ス
モ
ア
は
格

別
だ
っ
た
。
夜
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
テ
ー
ジ
で
眠
り
に
つ
い

た
。

　

２
日
目
は
早
起
き
を
し
て
、

牛
の
乳
し
ぼ
り
と
動
物
小
屋
の

掃
除
や
世
話
を
行
っ
た
。
前
日

に
拾
っ
た
卵
と
農
場
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
朝
食
を
済

ま
せ
る
と
、
帰
り
支
度
を
し

た
。
保
護
者
か
ら
離
れ
て
寝
泊

ま
り
を
す
る
の
が
初
め
て
と
い

う
子
も
少
な
く
な
く
不
安
な
表

情
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
頃

に
は
ど
の
子
も
自
信
を
付
け

て
、
た
く
ま
し
い
様
子
で
自
分

の
荷
物
を
乗
り
込
む
バ
ス
ま
で

立
派
に
運
ん
で
い
た
。
仕
事
を

し
っ
か
り
や
り
遂
げ
た
証
と
し

て
、
農
場
の
人
か
ら
一
人
一
人

certificate

を
受
け
取
っ
た
。

１
泊
２
日
と
短
い
移
動
教
室
だ

が
、
１
・
２
年
生
に
と
っ
て
は

数
日
に
も
思
え
る
ほ
ど
の
大
冒

険
と
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

て
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
上
着

だ
け
で
も
と
て
も
重
い
こ
と
に

驚
き
、
消
防
士
の
苦
労
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
消
防
署
で
働
く
人
々
の
多

く
は
普
段
は
別
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
火
災
や
事
故
が
あ
る
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
警
察
か

ら
の
指
令
で
出
動
す
る
と
の
こ

と
も
学
ん
だ
。

　

今
回
の
見
学
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
警
察
署
や
消
防
署
の
し
く

み
に
つ
い
て
多
く
の
気
付
き
や

学
び
が
あ
り
、
充
実
し
た
見
学

と
な
っ
た
。

NY 育英学園全日部門

1、2 年生が移動教室

農場体験

　

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
・﹁
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
主
催
の
硬
筆
書

写
コ
ン
ク
ー
ル
、
第
51
回
秋
期

開
催
の
第
1
回
選
考
作
品
発
表

は
今
号
9
月
16
日
号
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
審
査
選
考

担
当
者
の
体
調
不
良
に
よ
り
、

紙
面
で
の
発
表
を
1
週
間
延
期

し
来
週
発
行
の
9
月
23
日
号
に

掲
載
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
当
初
の

予
定
で
あ
っ
た
第
1
回
選
考
の

応
募
締
切
︵
9
月
8
日
︶
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第

2
回
選
考
の
応
募
締
切
は
予
定

通
り
10
月
5
日
︵
木
︶
と
な
り

ま
す
。

硬筆書写コンクール

第 51 回秋期第 1 回目の選考

紙面発表が次週に延期に

　

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
は
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
終
了
、
こ
の
夏
も

日
本
に
縁
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

２
８
０
名
が
大
自
然
の
中
で
仲

間
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　

秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
と
、
自
炊

に
テ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
キ
ャ
ン
プ
初
心
者

や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
家

族
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る

週
末
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
Ｎ

Ｙ
市
か
ら
北
西
に
車
で
約
３
時

間
、
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護

地
区
内
に
あ
り
ま
す
。

　

宿
泊
は
、
質
素
な
が
ら
電
気

も
あ
り
、
バ
ン
ク
ベ
ッ
ド
に
シ

ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
が
付
い
た
ロ

ッ
ジ
に
な
り
ま
す
。
食
事
は
ダ

イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
ス
タ
イ
ル
で
用
意
さ
れ
る
の

で
、
気
軽
に
お
召
し
上
が
り
い

た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
自

然
の
中
で
た
く
さ
ん
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
秋
は
ア
ッ
プ
ル
サ

イ
ダ
ー
作
り
や
紅
葉
の
中
の
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
、
季
節
な
ら
で

は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ご
ざ
い
ま

す
。
電
子
機
器
か
ら
離
れ
、
ご

家
族
や
友
人
と
の
ん
び
り
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

の
開
催
日
は
10
月
13
日
︵
金
︶

〜
15
日
︵
日
︶。
詳
し
く
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

：

w
w

w
.ym

catfv.org 

Ｅ
メ
ー
ル

：

tokyo-info@
frostvalley.org

東
京
―
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ま
で

日
本
語
で
。

︵
星
住
秀
一
／
東
京
―
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

フロストバレーＹＭＣＡの

ファミリーキャンプ

https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２植

村　

美
沙

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
大
学
生

河
野　

葵

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

坂
口　

寿
恵

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

安
井　

咲
乃

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

山
田　

美
歩

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
１

富
士　

あ
い
ら

http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://www.kokinshodo.com/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com


　

リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
と
聞

く
と
、
と
て
も
責
任
感
の
強

い
役
割
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
ア
ン
カ
ー
は
１
番

充
実
し
た
役
割
だ
と
私
は
思

う
。

　

私
は
自
ら
リ
レ
ー
の
ア
ン

カ
ー
に
な
る
と
言
っ
た
。
初

め
は
、﹁
バ
ト
ン
を
も
ら
い
、

バ
ト
ン
を
ゴ
ー
ル
ま
で
運
ぶ

役
割
だ
﹂
と
し
か
思
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、﹃
最
後

で
失
敗
す
る
と
、
み
ん
な
の

努
力
が
台
無
し
に
な
る
﹄
と

い
う
重
大
な
責
任
が
あ
る
こ

と
に
気
が
付
き
、
練
習
の
時

は
﹁
大
変
な
役
割
に
手
を
挙

げ
て
し
ま
っ
た
﹂
と
少
し
後

悔
し
て
い
た
。
だ
が
、
実
際

に
走
っ
て
み
る
と
、
練
習
の

時
に
見
え
て
い
た
景
色
と
は

少
し
違
っ
た
景
色
が
見
え
て

い
た
。

　

運
動
会
終
盤
、
４
・
５
・
６

年
リ
レ
ー
が
始
ま
る
。
実
は
、

母
に
﹁
絶
対
に
私
の
チ
ー
ム

が
勝
つ
か
ら
ね
﹂
と
言
っ
て

い
た
の
で
、
絶
対
に
１
位
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
き
な
が

ら
入
場
門
を
く
ぐ
る
。
リ
レ

ー
第
１
走
者
が
走
り
、
次
々

と
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
た
。
そ

し
て
つ
い
に
ア
ン
カ
ー
が
バ

ト
ン
を
渡
さ
れ
る
と
き
が
き

た
。
最
初
に
バ
ト
ン
が
渡
さ

れ
た
の
は
、
私
だ
っ
た
。
チ

ー
ム
や
赤
組
の
子
達
が
、﹁
頑

張
れ
ー
！
﹂
と
大
き
い
声
で

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
空

回
り
す
る
く
ら
い
足
を
回
し
、

１
位
を
キ
ー
プ
し
、
独
走
し

た
。
目
の
前
に
は
ゴ
ー
ル
テ

ー
プ
し
か
な
く
、
私
は
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
本
当

は
す
ご
く
疲
れ
て
い
た
は
ず

な
の
に
、
そ
の
時
は
少
し
も

疲
れ
た
と
思
わ
な
か
っ
た
。

自
分
の
位
置
に
戻
っ
た
ら
、

﹁
お
疲
れ
！
﹂
と
声
を
か
け
ら

れ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

ア
ン
カ
ー
は
、
１
位
に
な

っ
て
も
、
４
位
に
な
っ
て
も
、

色
々
な
経
験
が
で
き
、
そ
の

経
験
を
通
し
て
、
ま
た
次
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ン
カ
ー
は
自
分
た
ち
の
チ

ー
ム
の
最
後
の
希
望
だ
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
、

あ
ふ
れ
出
て
き
た
﹁
楽
し
い
﹂

﹁
悔
し
い
﹂﹁
次
は
絶
対
に
負

け
な
い
﹂
と
い
う
そ
の
思
い

が
、
ま
た
次
の
運
動
会
に
、

運
動
会
以
外
の
行
事
や
学
校

生
活
に
も
活
か
さ
れ
る
と
私

は
思
う
。
私
は
、
運
動
会
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え

た
経
験
を
人
前
で
話
す
と
き

に
活
か
し
、
リ
レ
ー
を
通
し

て
体
験
し
た
諦
め
な
い
で
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
て

も
諦
め
な
い
で
解
く
こ
と
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。　

　
　
　

︵
滞
米
２
年
４
か
月
︶
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僕
は
、
ア
メ
リ
カ
に
合
計

11
年
住
ん
で
い
ま
し
た
。
今

回
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
ど

の
よ
う
に
違
う
か
を
自
分
の

経
験
か
ら
教
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
特
徴
と
し
て

ア
メ
リ
カ
は
、
﹁
人
種
の
サ
ラ

ダ
ボ
ウ
ル
﹂
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
系
の
白
人
や
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
、
黒
人
、
ア
ジ
ア
人
、

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
種
の
人

達
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
国
内
に
も
時
差
が
あ
り
、

チ
ッ
プ
文
化
と
い
う
、
ち
ょ

っ
と
し
た
祝
儀
み
た
い
な
も

の
が
あ
り
、
色
々
な
自
然
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
に
は
国
民
性
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
人
の
多
く
に
共
通

す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
は

﹁
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
と

主
張
す
る
﹂
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
社

交
性
が
高
く
、
初
対
面
で
も

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は

い
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が

悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
人
口
が
と
て
も
多

い
た
め
食
品
ロ
ス
が
増
え
た

り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
増
え
た

り
と
、
色
々
な
環
境
問
題
、

社
会
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
特
徴
と
し
て
日
本

は
、
単
一
民
族
で
、
た
く
さ

ん
の
人
種
が
住
ん
で
い
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
多
く
に
共
通

す
る
の
は
、﹁
周
り
の
空
気
を

読
む
能
力
﹂
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
他
に
は
、
家

に
入
る
と
き
に
靴
を
脱
ぐ
こ

と
は
有
名
な
話
で
す
が
、﹁
家

に
入
る
と
き
に
靴
を
脱
ぐ
﹂

と
い
う
の
は
、
日
本
独
特
の

習
慣
で
す
。

　

そ
し
て
日
本
人
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
温
厚
で
自
己
主

張
が
な
い
日
本
人
は
争
い
事

を
好
ま
ず
、
平
和
主
義
で
温

厚
な
性
格
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。　
　

︵
滞
米
４
年
︶

　

太
平
洋
戦
争
で
日
本
は
原

爆
が
二
回
も
投
下
さ
れ
る
ま

で
降
伏
し
な
か
っ
た
。
そ
こ

に
は
天
皇
と
い
う
存
在
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
付
け
加
え
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
戦
争
を
長
引
か
せ
た
一

因
で
は
な
い
の
か
と
私
は
考

え
る
。

　

満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争

へ
と
発
展
し
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
り
そ
れ
が
終
わ
る
ま
で

の
十
五
年
間
で
新
聞
業
界
は

様
々
な
規
制
を
さ
れ
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
言
論
統
制
で
あ
る
。

新
聞
事
業
令
が
出
た
と
き
は
、

す
べ
て
の
新
聞
は
検
閲
を
さ

れ
機
密
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
軍
部
や
政
治
、
戦
争

に
否
定
的
な
意
見
が
書
か
れ

て
い
る
記
事
を
見
つ
け
る
と

そ
の
会
社
を
営
業
停
止
に
し

た
り
、
著
者
を
処
罰
し
た
。

し
か
も
そ
の
判
断
基
準
は
厳

格
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
官
僚
の
解
釈

次
第
で
い
つ
何
が
引
っ
か
か

る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状

況
に
あ
っ
た
。
国
民
誰
も
が

軍
部
、
政
府
の
発
表
を
批
判

す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、

情
報
機
関
は
マ
ヒ
し
て
い
っ

た
。

　

た
だ
、
言
論
の
自
由
が
死

ん
で
い
く
過
程
を
見
る
と
新

聞
業
界
が
政
府
や
軍
部
に
よ

っ
て
一
方
的
に
言
論
の
自
由

を
強
制
的
に
奪
わ
れ
て
、
被

害
者
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。

逆
に
戦
争
報
道
で
状
況
を
あ

お
り
、
戦
意
を
高
揚
さ
せ
、

軍
部
と
協
力
し
た
こ
と
を
見

過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
と
き
に

は
日
本
が
惨
敗
し
た
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
新
聞
で
は
あ
た

か
も
日
本
が
勝
っ
た
か
の
よ

う
な
書
き
方
を
さ
れ
て
い
る
。

国
民
に
情
報
、
真
実
を
伝
え

る
こ
と
こ
そ
が
メ
デ
ィ
ア
の

あ
る
べ
き
姿
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
し
、
メ
デ
ィ

ア
が
も
っ
と
本
当
の
情
報
を

流
し
て
い
た
ら
、
国
民
た
ち

は
戦
争
へ
の
意
欲
を
な
く
し

も
っ
と
早
く
に
戦
争
を
終
わ

ら
せ
る
事
が
で
き
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

で
は
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の

報
道
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
ア
メ
リ
カ
で
の
言
論
統

制
は
も
ち
ろ
ん
厳
し
か
っ
た

が
、
日
本
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
。
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
音
楽

な
ど
で
国
民
を
楽
し
ま
せ
、

戦
争
に
つ
い
て
知
ら
せ
、
協

力
を
募
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
使
っ
て
い
た
。
私
は
日

本
も
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
使

い
方
を
す
る
べ
き
だ
っ
た
と

思
う
。

　

今
S
N
S
を
利
用
す
る
人

が
増
え
、
た
く
さ
ん
の
情
報

が
行
き
交
う
世
の
中
で
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
真
実
を
見

抜
く
力
だ
と
思
う
。
今
の
社

会
も
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
嘘
の

ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
流
れ

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

そ
れ
が
真
実
だ
と
す
ん
な
り

受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

色
々
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と

が
大
切
だ
と
こ
の
題
材
に
つ

い
て
調
べ
た
結
果
思
っ
た
。

　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
か
月
︶

 ﹁
戦
争
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
木
　
優
梨
子

 ﹁
ア
ン
カ
ー
に
し
か
で
き

な
い
特
別
な
経
験
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
ち
え
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わ
た
し
は
大
玉
こ
ろ
が
し

が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
と
う
さ
ん
が
い
て
く
れ

た
か
ら
、
大
玉
こ
ろ
が
し
が

じ
ょ
う
ず
に
で
き
ま
し
た
。

大
玉
こ
ろ
が
し
を
し
て
い
る

と
き
、
む
ね
が
ド
キ
ッ
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
大
玉
こ
ろ

が
し
で
み
ん
な
が
見
て
い
る

か
ら
、
は
ず
か
し
か
っ
た
の

で
す
。
で
も
お
と
う
さ
ん
が

手
つ
だ
っ
て
く
れ
た
か
ら
、

は
ず
か
し
い
気
も
ち
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
大
玉
こ
ろ
が

し
を
ま
た
や
り
た
い
と
お
も

い
ま
す
。
も
っ
と
大
玉
こ
ろ

が
し
を
た
の
し
く
や
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
れ
ん
し
ゅ

う
を
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

大
玉
こ
ろ
が
し
で
ま
け
ち
ゃ

っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
ろ
が
あ

っ
た
か
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
が
お
う
え
ん

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
み

ん
な
に
あ
り
が
と
う
と
い
い

た
い
で
す
。

　
　
　

︵
滞
米
１
年
１
か
月
︶

 ﹁
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
違
い
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
陽
仁

　

こ
の
ほ
ん
は
、
き
ら
き
ら

の
う
ろ
こ
を
も
っ
た
に
じ
い

ろ
の
さ
か
な
が
、
は
じ
め
は

う
ろ
こ
を
ほ
か
の
さ
か
な
に

い
ち
ま
い
も
あ
げ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
さ
い
ご
に
は
あ
げ

て
と
も
だ
ち
に
な
る
お
は
な

し
で
す
。

　

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
が
お

も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
、
こ
の

ほ
ん
を
え
ら
び
ま
し
た
。

　

い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
は
、
さ
い
ご
に
や
っ
と

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
が
う
ろ

こ
を
ほ
か
の
さ
か
な
に
あ
げ

た
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
だ
っ
た
ら
ほ
か
の
さ

か
な
に
う
ろ
こ
を
ひ
と
つ
あ

げ
よ
う
か
と
た
こ
に
き
き
ま

す
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
と

も
だ
ち
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
や
さ
し
い
さ
か
な
﹂

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご
教
室
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
し
　
か
い

 「大玉ころがし」
　　　　　　ニューヨーク補習授業校 W 校小１

　　　　　　　　　　　　　　　　小林　かお
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ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ラ
イ
の
ミ
ル
ト
ン
地
区
に
あ
る
毎
日

が
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
え
る
邸
宅
が
賃
貸
に
出

さ
れ
て
い
る
。
一
般
住
宅
だ
が
、
日
本
の
住
宅
事
情
か
ら
は
、
ち

ょ
っ
と
想
像
も
で
き
な
い
豊
か
な
住
環
境
が
ア
メ
リ
カ
に
は
実
在

す
る
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
桟
橋
が
つ
い
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ド
ッ
ク
付
き

ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
特
異
な
物
件
で
、
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
で

優
雅
に
ラ
イ
・
ハ
ー
バ
ー
へ
遊
覧
を
楽
し
め
る
。
自
宅
の
桟
橋
か

ら
釣
り
や
水
泳
も
楽

し
め
る
。

　

5
寝
室
、
３
・
５

浴
室
、
４
０
０
０
平

方
フ
ィ
ー
ト
の
室
内

に
は
、
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
ル
ー
ム
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
、
リ
ビ

ン
グ
ル
ー
ム
が
オ
ー

プ
ン
で
ど
の
部
屋
か

ら
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ュ

ー
が
楽
し
め
る
。
勿

論
広
い
デ
ッ
キ
、
パ

テ
ィ
オ
か
ら
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
ボ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
が
ド
ッ
ク
ま

で
続
い
て
い
る
。
吹

き
抜
け
の
天
井
ラ
ウ

ン
ジ
付
き
の
主
寝
室
に
は
独
自
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
り
、
広
い
主

浴
室
の
湯
船
か
ら
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
望
め
て
一
日
の
疲
れ
を

い
や
せ
る
、
通
常
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
サ
イ
ズ
も
あ
る
ウ
オ
ー
ク
イ

ン
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
に
は
洋
服
の
買
い
す
ぎ
と
言
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
夏
の
水
辺
の
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
紅

葉
や
雪
景
色
も
楽
し
め
る
。
日
本
な
ら
豪
華
な
別
荘
な
み
の
設

備
だ
。
全
館
冷
暖
房
完
備
・
二
台
車
庫
あ
り
で
、
家
賃
は
月
額

１
万
６
０
０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

info@
shoenrealty.com

、
古
旗
︵
こ
ば
た
︶
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

ラ
イ
で
桟
橋
つ
き
の
家
に
住
む

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（39）

　

退
職
し
た
上
司
に
請
わ
れ
管

理
職
に
就
い
た
Ｒ
さ
ん
で
す

が
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
﹁
有
能
な
﹂

部
下
に
譲
り
、
ご
自
身
は
ス
タ

ッ
フ
の
一
人
に
降
格
し
よ
う
と

思
い
始
め
て
い
ま
す
。
理
由
は

管
理
能
力
の
欠
如
。
職
務
の
期

限
を
守
ら
な
い
部
下
に
適
切
な

指
導
が
で
き
ず
、
ご
自
身
が
夜

半
過
ぎ
ま
で
残
業
し
て
間
に
合

わ
せ
て
い
ま
す
。

　

﹁
自
分
で
も
不
思
議
で
す
が
﹂

と
前
置
き
を
し
な
が
ら
部
下
に

注
意
す
る
時
に
覚
え
る
罪
悪
感

や
恐
怖
を
訴
え
ま
す
。

　

Ｒ
さ
ん
は
祖
父
母
を
含
む
３

世
代
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
祖

父
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
キ
レ
や
す

い
﹂
性
質
。
理
不
尽
な
怒
り
が

両
親
や
自
分
に
向
け
ら
れ
る
の

を
何
度
も
体
験
し
た
Ｒ
さ
ん
は

幼
少
期
か
ら
自
己
主
張
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
セ
ッ
シ

ョ
ン
中
、部
下
に
注
意
す
る
時
、

実
際
に
話
し
て
い
る
相
手
は
誰

か
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
職
場

で
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
心
理
的
に
は
ご

実
家
で
お
祖
父
様
と
対
応
し
て

い
ま
す
。
Ｒ
さ
ん
の
恐
れ
は
自

然
な
反
応
で
す
。

　

機
能
不
全
家
庭
の
影
響
は
実

家
を
離
れ
て
も
そ
の
人
の
内
面

ア
ダ
ル
ト

チ
ャ
イ
ル
ド
　孫

　　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は 

９
月
27
日
︵
水
︶
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

大
学
食
物
科
卒
業
︶。”

遺
伝
子

食
事
テ
ス
ト”

は
、
米
国
開
業

医
が
顧
問
。
皆
で”

１
２
０
歳

ま
で
元
気
に
楽
し
く
美
し
く”

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
通
信
教
育
受

講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

︵
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本
語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
て
含
む
︶。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

K
oshiji.T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.licen

sepow
er.n

et

を
参
照
。

に
留
ま
り
、
職
場
や
親
密
な
人

間
関
係
な
ど
で
の
対
応
を
難
し

く
さ
せ
ま
す
。﹁
大
人
の
対
応
﹂

が
求
め
ら
れ
る
目
の
前
の
ス
ト

レ
ス
に
、
当
事
者
が
子
供
時
代

の
心
理
的
な
反
応
を
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。︵
真
壁
弘
子
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
公
認
臨
床
心
理
療
法
士
、

LC
SW

,C
A

SA
C

保
持
︶

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
半
ま
た
は
６
時
半
ス

タ
ー
ト
。
会
場
は
２
番
街
45
丁

目
、
教
材
は
英
語
で
日
本
語
訳

あ
り
、
英
語
専
門
用
語
も
両
方

学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ
り
。
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め
の
食

品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、
ビ
タ

ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保
持
、
活

性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア
ミ

ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の
効

用
な
ど
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

試
験
合
格
者
は
講
師
養
成
講
座

へ
進
み
、
公
認
認
可
校
と
し
て

世
界
で
独
立
開
講
が
可
能
。
米

国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式

称
号
の
下
、
活
動
で
き
る
。
講

師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協

会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
武
石
越
路
さ
ん
︵
共
立
女
子

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

栄
養
コ
ン
サ
ル
講
座

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:Koshiji.T@gmail.com
mailto:Koshiji.T@gmail.com
mailto:Koshiji.T@gmail.com
mailto:Koshiji.T@gmail.com
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
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EVENT
■第 96 回サン・ジェナーロ祭＝ 9/14 〜
/24　Little Italy（On Mulberry St.） リトル
イタリーのお祭り。宗教的行事やパレー
ドの他、ほぼ毎日無料のライブ演奏が楽
しめる。フロートでの行進やバンドが演
奏するグランドパレードは 9/16 午後 2 時
から。詳細は https://sangennaronyc.org/
■ジャパンフェス「第 5 回粉もんコンテ
スト」＠チェルシー＝ 9/16・17　10:00
〜 18:00　9/16 は 8 番街の 15 〜 17 丁目、
9/17 は 6 番街の 24 〜 26 丁目で開催され
るストリートフェア。今回は大阪のたこ
焼き、広島のお好み焼き、静岡から富士
宮焼きそばが参戦し、「粉もん」キングが
決定する。そのほか熊本からチキン南蛮、
仙台からナポリタンの名店も来米。和牛、
ラーメン、焼き鳥など計 130 店が集結す
る日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NYC ブ ロ ード ウ エ ー・ ウィ ー ク ＝
9/17 まで  1 枚の値段で 2 枚のチケット
が手に入る秋のブロードウエー週間。「ア
ラジン」「ウィキッド」「ライオンキング

「シカゴ」「ＭＪ」「ハリーポッター」のほ
か、始まったばかりの「バック・トゥ・ザ・
フューチャー」など 24 作品が参加する。
チケット購入時にコード「BWAYWK23」
を入れると 2 枚つづりのチケットが手
に入る。詳細は https://www.nyctourism.
com/broadway-week

CLASS/SEMINAR
■日米ソーシャルサービス（JASSI）主
催「メディケア・オンラインセミナー」
＝ 9/21　13:30　65 歳になる人に向けた
セミナー。さまざまなプランがあり複雑
なメディケアについて解説する。講師は
JASSI シニアプログラム・マネージャー
の片山瑞恵さん。申し込みは NY 日系人
会、電話 212-840-6942、またはＥメール
info@jaany.org まで。
■在米者向け「終活」ウェビナー＝ 9/21
以降毎週木曜　20:00  テーマは、相続対
策から日本国籍を放棄した人の帰化申請、
墓じまいや海洋散骨の基礎知識、高齢者
向けの住宅事情など、各分野の専門家が
週替わりで最新情報を説明する。9/21 の
テーマは「お墓に関する基礎知識・海の
お墓『海洋散骨』という選択肢」、9/28
は「相続が発生したら、知っておくべき

ステップ」、10/5 は「相続が起きた時慌
てないために、事前に取るべき対策」。参
加費無料。詳細は https://pro.kurashifeed.
com/shukatsu-seminar-series/
■アーティスト小林園実ワークショッ
プ＝ 9/27 〜 29   18:00 The Art Students 
League（215 W 57th St.）3 日 間 通 し
て行われるアルコールインクのワーク
ショップ。クラスは午後６時から 9 時半
まで。アルコールインクは透明で流動的、
抽象的なイメージを独特の質感で表現で
きる。参加費 $305。
詳細は https://www.artstudentsleague.org

MUSIC　　　　
■みとゆか アルバム・リリース・ライブ
＝ 9/20 19:00　Don’t Tell Mama（343 
W 46th St.）ニューヨークを拠点に活動
するジャズシンガーのみとゆかが、9 月
リリース予定のアルバム「Love In The 
City」からのジャズスタンダード、オリ
ジナル曲を演奏予定。カバーチャージ
$20 ＋２ドリンクミニマム $20（現金の
み）。
詳細は www.donttellmamanyc.com

THEATRE/DANCE 
■第 61 回 NY 映画祭＝ 9/29 〜 10/15   市
内各会場　世界の話題を集めた 32 作品
のほか、注目の新作、ドキュメンタリー、
実験映画などのプログラムを上映。日本
からは濱口竜介監督『悪は存在しない』、
宮崎駿監督のアニメ新作『君たちはどう
生きるか』が上映される。
詳細は https://www.fi lmlinc.org/nyff2023/

ART
■陶芸家・藤笠砂都子の個展「TEMPEST」
＝ 9/14 〜 10/13　Joan B Mirviss LTD（39 
E 78th St, Suite 401）テンペスト（嵐）
と名付けられた大作のほか、自然の姿や
生命力をテーマとして制作されたダイナ
ミックで流動感のある作品を展示する。
入場無料。詳細は http://www.mirviss.com
■第 19 回 多摩美術大学校友会 NY クラ
ブ展「ホーム・アウェイ・フロム・ホーム」
＝ 9/19
〜 10/2   天 理 文 化 協 会（43 Ａ W 13th 
St,）故郷を離れ異国の地で暮らす作家達
が創造の成果の発表をする展覧会。参加
作家は、早川朋子、朴香淑、紅林愛子ほか。
入場無料。レセプションは 9/21 午後 6 時
〜 8 時。金・日曜休廊。
詳細は www.tamabiny.com　
■もみじ真魚の個展「いただきます」＝
9/21 〜 9/26　On the Fringe Gallery（72 
Warren St.）たべものアーティスト、も
みじ真魚の NY 初個展。「本物より美。入
場無料。オープニング・レセプションは
9/21 午後 6 時〜 8 時まで。
詳細は https://www.maomomiji.com/

　

フ
ル
ク
サ
ス
に
お
け
る
日
本

人
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
重
要

な
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
初
め

て
の
展
覧
会
﹁
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・

バ
ウ
ン
ズ　

フ
ル
ク
サ
ス
と
日

本
人
女
性
芸
術
家
た
ち
﹂
が
10

月
13
日
︵
金
︶
か
ら
２
０
２
４

年
１
月
21
日
︵
日
︶
ま
で
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ

Ｓ
︶
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
︶
に
て
開
催
さ
れ

る
。
１
９
６
０
年
代
初
頭
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
作
曲
家
、
詩
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
始
ま

り
、
国
境
を
越
え
て
新
し
い
芸

術
表
現
様
式
を
定
義
し
た
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
で
あ
る
フ
ル
ク
サ
ス
に
お

い
て
、
日
本
人
女
性
が
果
た
し

た
本
質
的
な
役
割
を
探
求
す
る

初
め
て
の
展
覧
会
で
、
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
全
ス
ペ
ー
ス
を
使
用

し
１
０
０
点
以
上
の
作
品
を
展

示
す
る
。    

　

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
設
60
周
年

を
間
近
に
控
え
た
同
展
で
は
、

久
保
田
成
子
︵
１
９
３
７
〜

２
０
１
５
年
︶、
オ
ノ
・
ヨ
ー

コ
︵
１
９
３
３
年
〜
︶、
斉
藤

陽
子
︵
１
９
２
９
年
〜
︶、
塩

見
允
枝
子
︵
１
９
３
８
年
〜
︶

の
先
駆
的
な
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
４
人
の
貢
献
に
焦
点
を
当

て
、
フ
ル
ク
サ
ス
と
１
９
６
０

年
代
以
降
の
よ
り
広
範
な
芸
術

運
動
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
絵
画
や
彫

刻
と
い
っ
た
従
来
の
芸
術
形
式

を
避
け
、
フ
ル
ク
サ
ス
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
芸
術
運
動

は
、
偶
然
の
出
来
事
、
日
常
生

活
の
は
か
な
い
も
の
や
行
為
に

芸
術
的
価
値
や
意
味
を
持
た
せ

る
こ
と
で
伝
統
的
な
美
的
概
念

に
挑
戦
し
た
。

　

開
廊
時
間
は
水
〜
日
曜
の
正

午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
入

場
料
は
一
般
12
ド
ル
、
シ
ニ

ア
・
学
生
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
・
16
歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/

を
参
照
す
る
。

　

東
京
・
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

SIA
C

C
A

︵
シ
ア
カ
︶
主
催
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
﹁
シ
ア
カ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
﹂

が
23
日
︵
土
︶
か
ら
30
日
︵
土
︶

ま
で
、
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
マ
ッ
ク
ス
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
５
５
２
番
地
４
０
１
号
、

ブ
ザ
ー
９
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ア
ー
ト
フ

ェ
ア
開
催
は
昨
年
６
月
に
続
く

第
２
弾
と
な
る
が
、
今
回
は
一

般
公
募
を
せ
ず
、
主
宰
者
・
シ

ア
カ
章
子
が
日
本
を
拠
点
と
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
39
人
を
選

出
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
側
か
ら
４

人
の
参
加
を
得
て
、
総
勢
43
人

が
絵
画
・
線
描
画
・
書
・
版
画
・

写
真
・
Ｃ
Ｇ
・
ビ
デ
オ
・
ミ
ク

ス
ト
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
分
野
に

わ
た
る
作
品
71
点
を
発
表
す

る
。

　

近
年
、
日
本
の
美
術
界
は
ア

ニ
メ
の
影
響
が
色
濃
い
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
、
超
写

実
主
義
、
新
世
代
の
抽
象
画
、

実
験
的
日
本
画
な
ど
新
し
い
波

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
は
日
本
古
来
の
繊

細
で
巧
妙
な
美
意
識
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
日
本
の

侘
び
寂
び
は
シ
ン
プ
ル
な
が
ら

奥
深
い
魅
力
を
放
つ
が
、
シ
ア

カ
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
は
こ
う

し
た
日
本
文
化
特
有
の
機
微
も

世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
親
し
む
こ
と

で
、
日
米
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

感
性
を
刺
激
し
合
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
も
視
野
に
あ
る
。

　

今
回
は
20
代
の
若
手
作
家
も

多
く
出
品
す
る
ほ
か
、
現
在
の

日
本
美
術
を
牽
引
す
る
実
力
者

も
幅
広
い
表
現
分
野
で
参
加
す

る
。
斬
新
な
筆
致
で
日
本
画
界

を
揺
さ
ぶ
る
行
近
壯
之
助
、
光

の
ベ
ー
ル
を
連
想
さ
せ
る
抽
象

画
の
井
崎
聖
子
、
油
彩
画
の
官

能
的
表
現
が
心
に
刺
さ
る
釘
町

一
恵
、
焼
け
た
杉
板
の
上
に
彩

色
の
妙
を
発
揮
す
る
井
上
賢

一
、
超
絶
技
巧
の
剪
紙
︵
せ
ん

し
︶
や
流
麗
な
墨
技
筆
技
の
伊

藤
翰
香
、
角
度
に
よ
り
肖
像
画

の
表
情
が
変
わ
る
レ
リ
ー
フ
作

品
の
田
村
旭
、
ア
ニ
メ
と
版
画

の
技
法
を
駆
使
す
る
山
内
大

空
、
風
刺
画
や
無
人
の
街
を
描

く
木
村
哲
雄
、
京
都
の
路
地
を

捉
え
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
甲
斐

扶
佐
義
な
ど
、
注
目
の
個
性
派

ア
ー
ト
を
鑑
賞
で
き
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
23

日
︵
土
︶
午
後
５
時
か
ら
７
時

ま
で
。
入
場
無
料
。
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト artspheres.

org 

を
参
照
。

京
都
の
路
地
を
捉
え
た
モ

ノ
ク
ロ
写
真
の
甲
斐
扶
佐

義
の
作
品

日
本
か
ら
39
人
が
出
品

シ
ア
カ
年
次
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
第
２
弾

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
で

フルクサスにおける日本人女性アーティスト

JSで展示10月13日から
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
最終章：これまでの要点と展望（２）

　

さ
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の

主
な
テ
ー
マ
で
あ
る
﹁A

A
SP

ス
キ
ル
﹂︵
明
確
か
つ
主
張
の

あ
る
自
主
的
発
言
力
︶
が
、

現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
日
本
に
と
っ
て
い
か

に
不
可
欠
で
あ
る
か
を
再
度

強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
﹂
の
お
さ
ら
い

を
し
ま
す
と
、
こ
の
ス
キ
ル

は
三
つ
の
要
素
〜
主
張
の
あ

るA
(A

ssertive),  

明

確

なA
(A

rticulate),  

自
発
性

S(Self-selective)

か
ら
成
る

発
言
参
加P(Participation)

が
で
き
る
能
力
で
、
欧
米
の
大

学
院
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
等

で
は
非
常
に
重
要
な
ス
キ
ル
で

す
。
も
ち
ろ
ん
欧
米
に
も
シ
ャ

イ
な
性
格
や
人
前
で
話
す
の
が

苦
手
な
人
も
多
く
存
在
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば

ア
メ
リ
カ
だ
と
こ
の
よ
う
な
ス

キ
ル
は
、
幼
少
期
か
ら
の
教
育

に
お
い
て
最
低
限
レ
ベ
ル
で
も

身
に
つ
く
よ
う
に
訓
練
さ
れ
ま

す
。
他
方
、
日
本
の
教
育
は
謳

い
文
句
上
は
こ
れ
に
近
い
目
標

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
現
実
は
全
く
反
対
だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
自
発

的
で
は
な
く
上
か
ら
の
指
示
を

待
つ
、
教
え
ら
れ
た
通
り
を
暗

記
し
、
そ
れ
を
超
え
た
発
想
力

や
創
造
力
は
必
要
と
さ
れ
な

い
、
ま
た
創
造
力
が
あ
っ
て
も

論
理
的
か
つ
明
確
に
言
葉
で
そ

れ
を
表
現
す
る
力
に
欠
け
る
な

ど
で
す
。
こ
れ
で
は
、
結
局
は

受
け
身
で
自
信
の
な
い
大
人
に

育
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
国

内
で
﹁
完
結
﹂
し
て
満
足
し
が

ち
な
た
め
、
実
際
国
際
舞
台

で
議
論
し
た
り
、
主
張
し
た

り
、
交
渉
し
た
り
す
る
場
面
で

は
、
毅
然
と
し
た
発
言
も
出
て

こ
ず
、
効
果
的
な
説
得
力
も
持

て
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
﹁A

A
SP

ス
キ
ル
﹂
を
備
え
た
人
材
の
教

育
・
育
成
が
で
き
て
い
な
い
の

が
主
な
理
由
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
例
え
日
本
語
で
こ
の
ス

キ
ル
を
習
得
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
英
語
で
そ
れ
が
出
来
な
け

れ
ば
使
え
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ス
キ

よ
り
喧
嘩
ご
し
や
失
礼
に
聞
こ

え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
適
度

な
緩
和
策
を
用
い
る
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。
次
に
２
つ

目
の(A

rticulate)=

明
確
に

伝
わ
る
発
言
の
訓
練
項
目
は
、

言
語
的
要
素
が
大
き
く
、
主

に
︵
１
︶︵
あ
る
程
度
の
︶
正

し
い
文
法
使
用
、 ︵
２
︶
語
彙

の
駆
使
、︵
３
︶
ク
リ
ア
な
発

音
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
挙
げ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
普

段
の
会
話
に
お
い
て
も
言
語
の

基
本
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
討

論
で
は
語
彙
の
駆
使
が
も
の
を

言
い
ま
す
。
語
彙
は
、
受
験
勉

強
の
よ
う
に
た
だ
暗
記
す
る
だ

け
で
な
く
、
言
葉
と
し
て
実
用

で
き
る
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
最
後
の
︵Self-

selective

︶
自
発
的
発
言
の
訓

練
で
す
が
、
１
・︵
半
ば
︶
強

制
的
な
執
行
、
２
・
挙
手
以
外

の
発
言
権
取
得
方
法
、
３
・
フ

レ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
使

用
、
と
い
っ
た
項
目
を
軸
に
発

言
さ
せ
ま
す
。
ま
ず
に
人
前
で

﹁
発
言
す
る
﹂
行
為
自
体
、
日

本
人
が
最
も
不
得
意
と
す
る
分

野
で
す
。﹁
半
ば
強
制
的
な
﹂

と
い
う
の
は
、
例
え
ば
討
論
で

は
最
低
○
回
発
言
す
る
と
い
う

規
則
を
作
り
、
発
言
自
体
を
習

慣
化
さ
せ
る
の
が
目
標
で
す
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
挙
手
な
し

で
オ
ー
プ
ン
に
発
話
を
始
め
る

者
が
多
い
の
で
、
彼
ら
の
方
法

を
学
び
、
実
際
使
用
し
て
み
る

の
も
面
白
い
訓
練
で
す
。
３
で

は
﹁
今
日
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を

使
っ
て
意
見
を
言
う
﹂
と
決
め

る
と
、
発
言
内
容
が
軽
減
さ
れ

る
分
、
発
言
へ
の
自
信
も
増
加

す
る
と
い
う
心
理
的
な
効
果
を

狙
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
訓
練
で

し
っ
か
り
準
備
し
、
実
際
現
地

で
の
活
動
で
発
揮
で
き
れ
ば
大

変
価
値
の
あ
る
も
の
と
実
感
で

き
ま
す
。︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

　

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
何
と
店
先

に
は
パ
ン
プ
キ
ン
や
ゴ
ー
ス
ト

絡
み
の
商
品
が
陳
列
さ
れ
る
時

期
に
な
っ
て
る
の
に
気
づ
き

ま
し
た
？
も
う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

か
〜
、
そ
し
て
サ
ン
ギ
ビ
か

〜
、
今
年
も
終
わ
り
か
〜
の
流

れ
が
見
え
て
き
た
９
月
、
皆
さ

ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
﹁
今
現
在
ル
ー
ト
66
で

は
実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
？
﹂
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

時
事
的
な
話
題
を
ご
紹
介
し
て

い
く
シ
ー
ズ
ン
⑤
、
今
回
は
ち

ょ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
の
で

前
説
は
こ
の
ぐ
ら
い
で
早
速
記

事
に
本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
！

︵
﹁
毎
月
そ
れ
で
﹂
は
禁
句
で
す
。

笑
︶

■
第
８
回
マ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・

ポ
ッ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
催
へ

　

イ
リ
ノ
イ
州
で
発
足
し
た
マ

イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ポ
ッ
シ
ビ
リ

テ
ィ
ー
︵
Ｍ
Ｏ
Ｐ
︶
は
今
年
で

８
回
目
を
迎
え
、
同
州
ブ
ル
ー

ミ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
マ
ル
に
て

10
月
19
日
よ
り
４
日
間
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
﹁T

he G
reat A

m
erican 

R
oad T

rip

﹂
、
作
家
の
ジ
ム
・

ヒ
ン
ク
リ
ー
氏
や
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
同
胞
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の

マ
リ
ア
ン
・
パ
べ
ル
氏
ら
を
始

め
多
数
の
講
演
会
、
ツ
ア
ー
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
そ
し
て

音
楽
と
映
画
の
エ
ン
タ
メ
を
含

ん
だ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

予
定
で
す
。
僭
越
な
が
ら
筆
者

も
２
０
２
１
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
大
会
に

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
日
本
よ
り

登
壇
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
10
月
、
イ

リ
ノ
イ
州
ま
で
飛
ん
で
み
ま
し

ょ
う
！
シ
カ
ゴ
か
ら
車
で
わ
ず

か
２
時
間
ほ
ど
の
街
で
す
。

■
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
・
モ
ー
タ
ー
・

ホ
テ
ル
再
開
！

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ

ッ
フ
に
あ
る
歴
史
あ
る
﹁
ア
メ

リ
カ
ー
ナ
・
モ
ー
タ
ー
・
ホ
テ

ル
﹂
が
、
数
ヶ
月
に
及
ぶ
改
装

工
事
を
終
え
、
先
月
末
に
グ
ラ

ン
ド
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
１
９
６
２
年

に
建
て
ら
れ
た
ル
ー
ト
66
沿
い

の
全
89
室
の
モ
ー
テ
ル
は
、
レ

ト
ロ
風
＋
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
装
飾
を
館
内
全
体
に
施

し
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
誘
う
配

色
で
ゲ
ス
ト
は
ル
ー
ト
66
全
盛

期
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
モ
ー
テ
ル
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
ザ
ッ
ク
・
ミ
ラ
ー

氏
は
言
い
ま
す
、﹁
そ
の
歴
史

は
、
私
た
ち
が
愛
し
、
築
き
上

げ
、
結
び
つ
け
て
き
た
も
の
。

こ
の
ホ
テ
ル
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
ル
ー
ト
66
に

バ
ナ
ー
を
掲
げ
て
、﹃
ほ
ら
、

ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
は
死
ん
で
い

な
い
ん
だ 

！
﹄
と
言
い
た
い
﹂。

何
と
！
Ｍ
Ｏ
Ｐ
の
テ
ー
マ
と
シ

ン
ク
ロ
し
ま
す
ね
！

■
新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
誕
生
！

　

ミ
ズ
ー
リ
州
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

で
待
望
の
﹁
レ
ッ
ド
・
シ
ダ

ー
・
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆

ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
﹂
が
、

８
月
26
日
に
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
旧

ル
ー
ト
66
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
１
９
３
２
年
に

ス
ミ
ス
兄
弟
が
建

設
し
た
も
の
。
レ

ス
ト
ラ
ン
の
営
業

時
間
は
、
当
面
毎

週
水
曜
か
ら
日
曜

で
、
月
・
火
曜
日

は
休
業
と
の
こ
と

で
す
。
歴
史
的
に

は
こ
の
旧
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
地
元
の

政
治
家
や
野
球
の

名
手
デ
ィ
ジ
ー
・

デ
ィ
ー
ン
や
テ
ッ

ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
な
ど
、
ル
ー
ト

66
を
旅
す
る
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

レ
ッ
ド
・
シ
ダ
ー
・

イ
ン
は
、
保
険
料

の
高
騰
を
理
由
に

突
然
閉
鎖
さ
れ
た

の
が
２
０
０
５
年
。

18
年
ぶ
り
の
お
目

見
え
で
、
建
物
は

現
在
も
国
家
歴
史

登
録
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
ビ
ッ
グ
・
テ
キ

サ
ン
、
数
字
の
お

話
　

テ
キ
サ
ス
州
ア

マ
リ
ロ
に
あ
る
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
﹁
ビ

ッ
グ
・
テ
キ
サ
ン
・

ス
テ
ー
キ
・
ラ
ン
チ
﹂
は
、
も

う
殆
ど
の
読
者
の
皆
さ
ん
は
ご

存
知
の
は
ず
で
す
ね
。
そ
う
72

オ
ン
ス
の
ス
テ
ー
キ
を
１
時
間

以
内
で
食
べ
き
っ
た
ら
無
料
！

の
あ
の
お
店
で
す
。
同
州
の
ロ

ー
カ
ル
紙
が
先
日
そ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
つ
い
て
面
白
い
統
計
記

事
を
出
し
て
い
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
① 

72
オ
ン
ス

の
ス
テ
ー
キ
・
デ
ィ
ナ
ー
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
完
食
す
る
確
率
が

高
い
の
は
男
性
で
な
く
女
性
だ

そ
う
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ

れ
ば
、
挑
戦
し
た
女
性
の
２
人

に
１
人
が
完
食
、
男
性
は
６
人

に
１
人
だ
そ
う
。
筆
者
は
こ
こ

に
大
食
い
タ
レ
ン
ト
の
ギ
ャ
ル

曽
根
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
行
き
た

い
で
す
。
②
１
９
６
０
年
の
開

店
以
来
、
ビ
ッ
グ
テ
キ
サ
ン
が

閉
店
し
た
の
は
わ
ず
か
40
日

間
。
そ
の
う
ち
の
半
分
近
く
は

１
９
７
０
年
代
半
ば
の
火
災
に

よ
る
も
の
で
、
残
り
の
半
分
は

２
０
２
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始
時
の
も

の
だ
っ
た
よ
う
で
・
・
・
③
ビ

ッ
グ
テ
キ
サ
ン
は
年
間
３
０
０

ト
ン
以
上
の
牛
肉
を
提
供
。
こ

れ
は
１
日
あ
た
り
約
８
０
０
キ

ロ
の
量
で
す
・
・
・
笑

■
シ
ル
バ
ー
・
サ
ド
ル
・
モ
ー

テ
ル
大
改
装
の
後
？

　

創
業
75
周
年
を
迎
え
た
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
フ
ェ
の

旧
ル
ー
ト
66
沿
い
に
あ
る
シ
ル

バ
ー
・
サ
ド
ル
・
モ
ー
テ
ル
の

大
改
装
が
終
わ
り
、
新
た
に

﹁
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ン
タ
フ

ェ
﹂
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
経
営
は
ア
マ
ン
ダ
・
タ

ッ
カ
ー
と
リ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ル
ド

バ
ー
グ
の
夫
妻
で
、
現
在
は
モ

ー
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
野
外

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
の

３
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
モ
ー
テ
ル
の
客
室
は
全

部
で
24
、
そ
の
う
ち
の
２
室
は

﹁
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
﹂
と
呼
ば

れ
る
１
９
４
０
年
代
後
半
か
ら

１
９
５
０
年
代
の
内
装
で
、
シ

ル
バ
ー
サ
ド
ル
の
初
期
を
反
映

し
て
い
る
。
元
々
格
安
宿
泊
施

設
と
し
て
評
判
の
高
か
っ
た
シ

ル
バ
ー
・
サ
ド
ル
・
モ
ー
テ
ル

も
、
現
在
の
週
末
料
金
は
１
泊

２
７
５
ド
ル
か
ら
、
と
い
う
こ

と
で
、
時
代
は
変
わ
っ
た
こ
と

を
痛
感
。
も
ち
ろ
ん
変
化
は
大

切
だ
け
ど
、
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン

に
は
ち
ょ
っ
と
ビ
タ
ー
・
ス
イ

ー
ト
か
な
？
︵
涙
︶

■
べ
ん
て
ん
や
、
２
０
２
６
年

１
０
０
年
祭
記
念
・
日
米
文
化

交
流
企
画

　

来
る
２
０
２
６
年
の
ル
ー
ト

66
百
年
祭
に
向
け
て
、
日
米
親

睦
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
愛
知

の
﹁
ち
ん
ど
ん
ガ
ー
ル
ズ
﹂︵
名

古
屋
観
光
特
使
︶
が
日
本
文
化

の
種
を
ま
き
に
、
１
５
０
年
の

ち
ん
ど
ん
文
化
を
引
っ
提
げ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
古
き
良
き
ル

ー
ト
66
に
新
た
に
息
吹
く
ロ
ー

ド
ム
ー
ビ
ー
の
撮
影
が
こ
の
９

月
中
旬
シ
カ
ゴ
か
ら
始
ま
り
ま

す
！
こ
の
映
画
は
、
ル
ー
ト
66

の
映
像
記
録
と
ち
ん
ど
ん
文
化

の
発
展
を
目
的
と
し
、
音
楽
・

文
化
・
女
性
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
通
し
て
、
日
米
文
化

交
流
を
行
う
こ
と
が
目
的
。
映

画
監
督
は
宮
城
県
出
身
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
映
像
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
堀
江
貴
氏
で
す
。

２
０
２
３
年
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
後
を
テ
ー
マ
に
し
た

中
編
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
を

発
表
し
、
世
界
の
映
画
祭
で
多

数
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
複
数
受

賞
。
そ
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
、
名
古
屋
市
出
身
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
河
野
洋
氏
。
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
総
合
サ
ー

ビ
ス
会
社
﹁M

ar C
reation, 

Inc.

﹂
の
代
表
で
、
イ
ベ
ン
ト

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
企
画
、
運

営
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
映
画
関
係
で
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
シ
ネ
・

フ
ェ
ス
ト
﹂
と
﹁
シ
カ
ゴ
日
本

映
画
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
﹂ (

21
年

〜
︶
を
共
同
設
立
し
、
そ
の
他

数
多
く
の
映
画
祭
で
も
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。
か

く
言
う
筆
者
も
ど
っ
ぷ
り
関
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
の
壮

大
な
企
画
、
今
後
の
動
向
を
チ

ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。https://

w
w

w
.ben

ten
y

a6
6

u
sa.

com
/　

そ
れ
で
は
ま
た
来
月

お
目
に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
４

：

ち
ん
ど
ん
ガ
ー
ル
ズ
映
画
撮
影
や
巨
大
ス
テ
ー
キ
な
ど

ル
は
一
旦
英
語
を
学
ん
で
し
ま

え
ば
、
英
語
で
も
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
第
五
章
で

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
言
語
に

お
け
る
行
動
基
準
は
、
良
く
も

悪
く
も
﹁
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
﹂
と
し

て
第
二
、
第
三
言
語
に
も
移
行

さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
英
語
で

も
こ
れ
ら
が
問
題
な
く
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
訓
練
は
必

要
で
す
し
、
言
語
の
流
暢
さ
も

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
の
訓

練
項
目
と
し
て
細
か
く
挙
げ
た

の
が
、
以
下
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

ま

ず

主

張

の

あ

る

(A
ssertive)

発
言
の
訓
練
な

ら
、︵
１
︶ 

論
理
的
な
理
由
づ

け
︵
２
︶
周
り
と
の
同
調
傾
向

か
ら
の
脱
却
︵
３
︶
反
論
す
る

時
の
緩
和
策
、
と
い
う
三
つ
の

要
素
の
使
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
他
人
と
同
じ

意
見
を
避
け
、
主
張
に
必
ず
順

序
立
て
た
理
由
を
伴
わ
せ
る
、

ま
た
直
接
的
反
論
は
言
い
方
に

http://www.at-newyork.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://kkobo.com/
https://www.bentenya66usa.com/
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響
川
井
郁
子

Ｎ
Ｙ
魅
了 越

境
の
和
洋
融
合
世
界

　
日
本
か
ら
ツ
ア
ー
を
組
み
大

勢
の
フ
ァ
ン
を
Ｎ
Ｙ
に
連
れ
て

来
て
、
公
演
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー

で
祝
辞
を
述
べ
て
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
た
デ
ヴ
ィ
夫
人

　

15
年
ぶ
り
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
海
外
初
公
演
と
な
っ
た

﹁
響
﹂。
東
京
、
大
阪
公
演
に
続

い
て
３
回
目
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
演
奏
と
な
っ
た
の
は
﹁
和

楽
器
と
洋
楽
器
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
や
っ
て
い
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
響
と
い
う
の
を
本
格
的
に

立
ち
上
げ
た
こ
と
で
ぜ
ひ
こ
れ

を
海
外
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
中
か
ら
一
番

色
々
な
文
化
や
芸
術
が
集
ま
っ

て
き
て
い
る
場
所
。
こ
こ
が
、

私
が
目
指
し
て
い
る
文
化
や
時

代
を
超
え
た
越
境
の
音
楽
を
一

番
理
解
し
て
も
ら
え
る
可
能
性

に
満
ち
溢
れ
た
街
だ
と
思
い
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
し
た
ん
で

す
﹂
と
話
す
。

　

和
楽
器
と
洋
楽
器
と
の
融

合
か
ら
何
が
生
ま
れ
る
の
か
。

﹁
一
緒
に
演
奏
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
音
楽
家
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
越
境
で
こ
そ
生
ま
れ
る

こ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
ゾ
ー
ン
に
入
る
深
い
味
わ
い

を
感
じ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
化
学
反
応

で
、
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

ま
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
音

楽
の
影
響
だ
け
で
は
な
い
、
映

像
も
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
な

い
感
動
を
受
け
止
め
て
も
ら
え

た
な
ら
ば
嬉
し
い
﹂
と
話
す
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
を
や
り
た
い
と

思
っ
た
の
は
６
歳
の
時
、
ラ
ジ

オ
か
ら
た
ま
た
ま
流
れ
て
き
た

バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
に
感
動
し

た
か
ら
だ
っ
た
。
母
親
と
一
緒

に
洗
濯
物
を
畳
ん
で
い
た
時
だ

っ
た
。
母
は
賛
成
し
て
く
れ
た

が
、
父
は
子
ど
も
の
気
ま
ぐ
れ

だ
ろ
う
と
、
は
じ
め
は
相
手
に

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
し
つ
こ
く
半
年
間
、
バ
イ
オ

リ
ン
を
習
い
た
い
と
頼
み
続
け

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
父
が
バ
イ
オ
リ
ン
を

買
っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
か

ら
は
父
が
運
転
す
る
車
で
バ
イ

オ
リ
ン
教
室
に
通
っ
た
。
小
学

校
高
学
年
の
と
き
、
最
初
に
自

分
の
小
遣
い
で
買
っ
た
レ
コ
ー

ド
は
Ａ
面
が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
の
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、
Ｂ

面
が
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

﹁
一
番
メ
ジ
ャ
ー
な
組
み
合
わ

せ
の
レ
コ
ー
ド
で
し
た
﹂
と
微

笑
む
。
あ
れ
か
ら
歳
月
は
流
れ

た
が
、
あ
の
頃
と
今
も
変
わ
ら

な
い
の
は
﹁
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾

い
て
い
る
時
だ
け
は
自
分
を
委

ね
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
で
す

ね
。
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
離
れ

ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
﹂
と
話
す
。
少
女
時
代
か
ら

自
分
に
し
か
や
れ
な
い
こ
と
を

や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
育
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
に

し
か
で
き
な
い
表
現
と
い
う
形

に
変
わ
っ
て
い
く
。

　

東
京
藝
術
大
学
へ
進
ん
だ
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
作
曲
家
が
何

を
考
え
て
曲
を
作
っ
た
の
か
を

考
え
て
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
す

る
の
が
使
命
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
世
界
の
中
で
、
自
分
と

い
う
存
在
の
必
然
性
と
い
う
も

の
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
自
問
す
る
日
々
が
続
い

た
。
昔
か
ら
考
え
て
い
た
自
分

に
し
か
で
き
な
い
、
自
分
が
表

現
で
き
る
音
楽
を
探
し
た
い
と

い
う
思
い
が
募
っ
た
。
そ
ん
な

時
に
出
会
っ
た
の
が
、
あ
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
か
ら
勧
め
ら
れ
て
聞

い
た
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
ア
ス
ト

ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
曲
だ
っ
た
。

タ
ン
ゴ
を
ベ
ー
ス
に
ジ
ャ
ズ
や

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
要
素
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
ピ
ア
ソ
ラ
独
自
の
音

楽
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
触

れ
、
枠
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
は

自
分
自
身
だ
っ
た
こ
と
に
初
め

て
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

﹁
あ
あ
い
う
音
楽
の
探
求
の

仕
方
に
憧
れ
た
ん
で
す
。
自
分

の
一
番
心
に
響
く
も
の
を
探
求

し
て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
う

道
に
憧
れ
た
の
が
今
回
の
一
番

大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ん

で
す
﹂

　

音
楽
家
と
し
て
後
世
に
何
を

残
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。﹁
こ

れ
か
ら
自
分
の
ア
ー
ト
や
音
楽

を
追
求
し
て
い
く
若
い
世
代
の

人
に
、
越
境
し
て
創
作
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
飛
翔
感
や
可
能

性
を
見
出
す
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
﹂。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

　

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
／
作
曲
家

の
川
井
郁
子
が
率
い
る
和
楽
器

と
西
洋
楽
器
の
混
合
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
﹁
響
︵
ひ
び
き
︶﹂
に
よ

る
初
の
海
外
公
演﹁
イ
ー
ス
ト
・

ミ
ー
ツ
・
ウ
エ
ス
ト
﹂
が
、
９

月
９
日
午
後
７
時
か
ら
、
コ
ロ

ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
に
あ
る
ジ
ャ

ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
内
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
北
斎
の
浮
世
絵
や

桜
、
能
な
ど
、
最
新
の
映
像
技

術
︵
ホ
ロ
グ
ラ
ム
︶
を
駆
使
し

た
演
出
に
よ
り
、
音
楽
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
立
体
映
像
が
壮
大

な
ロ
マ
ン
を
演
出
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
っ
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
響
は
、
川
井

が
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

る
越
境
を
体
現
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
し
て
設
立
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
日
本
を
代
表
す
る
若

手
和
楽
器
演
奏
家
た
ち
と
現
地

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
越
境

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
音
楽
が
持
つ
新
し
い
可
能

性
を
広
げ
る
新
た
な
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
川
井
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
音
楽

性
は
、
日
本
人
の
根
底
に
流
れ

る
和
楽
器
の
音
色
と
世
界
的
に

広
く
馴
染
み
の
あ
る
西
洋
楽
器

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
融
合
さ

せ
、
国
境
や
ジ
ャ
ン
ル
と
い
っ

た
あ
ら
ゆ
る
垣
根
を
越
境
し
会

場
を
魅
了
し
た
。
出
演
は
川
井

郁
子
︵
バ
イ
オ
リ
ン
、
作
曲
、

編
曲
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
︶
の
ほ

か
、
和
楽
器
︵
篠
笛
、
尺
八
、

琴
、
琵
琶
、
小
鼓
、
笙
、
ひ
ち

り
き
、
和
太
鼓
︶、
Ｎ
Ｙ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

T
he U

krain
ian

 C
horu

s 
D

um
ka of N

ew
 Y

ork

を

迎
え
、
国
境
を
越
え
た
平
和
の

響
き
で
祈
り
を
捧
げ
た
。
会
場

を
唸
ら
せ
た
舞
台
映
像
は
、
上

田
大
樹
氏
が
手
が
け
た
。　

ジ
ャ
ン
ル
超
え
た
総
合
芸
術

音
楽
の
可
能
性
広
げ
る
新
た
な
挑
戦




